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徳
山
敬
猛
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
（
文
政
九
年
目

神

原
本
に
よ
る
翻
刻

よ昆

春

樹

徳山敬猛『農業子孫養育草』（文政九年）

　
私
は
本
誌
第
十
四
巻
第
一
号
（
一
九
八
二
年
）
に
「
徳
山
敬
猛
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
（
文
政
九
年
）
」
と
い
う
小
論
を
掲
載
し

た
。　

こ
の
徳
山
敬
猛
の
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
は
、
す
で
に
、
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
四
巻
（
一
九
三
二
年
）
に

収
録
さ
れ
て
い
て
、
「
有
用
の
書
」
と
し
て
解
題
さ
れ
て
い
る
、
世
に
知
ら
れ
て
い
る
農
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
「
『
農

業
全
書
』
『
姦
曲
業
事
』
に
類
似
し
た
点
も
少
な
く
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
先
の
小
論
で
は
、
こ
の
『
農
業
子
孫
養
育
草
』

を
、
宮
崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
と
照
合
し
、
そ
れ
か
ら
の
大
幅
な
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い
る
こ
と
を
検
証

し
た
。
こ
の
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
乏
し
い
農
書
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
独
自
の
項
目
記
述
が
あ
り
、
そ
の
意
味

と
、
『
農
業
全
書
』
か
ら
の
ピ
ッ
ク
・
ア
ヅ
プ
の
仕
方
自
体
は
検
討
に
あ
た
い
す
る
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
こ
の
徳

山
敬
猛
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
（
文
政
九
年
）
が
そ
の
二
年
前
の
文
政
七
年
の
『
農
業
子
孫
養
育
草
控
』
と
，
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
（
「
徳
山
敬
猛
著
『
農
業
子
孫
養
育
草
控
』
」
本
誌
第
十
四
巻
第
二
号
　
一
九
八
二
年
）
、
こ
の
変
化
の
意

味
も
検
討
に
あ
た
い
す
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

　
先
の
小
論
は
こ
の
農
書
の
新
し
い
筆
写
本
に
よ
る
翻
刻
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
四
巻
に
収
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録
さ
れ
た
も
の
は
、
小
野
武
夫
氏
の
筆
写
本
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
明
治
十
年
代
に
農
商
務
省
に
進
達
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
て
灰
塵
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
小
野
筆
写
本
そ
の
も
の
は
な
い
。
こ
の
小
野
筆
写
本
に
よ
っ

た
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
の
も
の
が
唯
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
農
書
を
、
福
島
県
会
津
若
松
の
初
瀬
川
丹
毒

な
る
人
物
が
農
商
務
省
に
お
い
て
筆
写
し
て
い
た
。
こ
の
初
瀬
川
筆
写
本
が
原
本
に
最
も
近
い
も
の
と
思
わ
れ
た
。
先
の
小
論
は

こ
の
初
瀬
川
筆
写
本
に
も
と
づ
き
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
た
っ
た
。
徳
山
家
に
は
近
世
期
を
中
心
と
し
た
四
千
六
百
余
点
の
文
書
が
あ
り
、
そ
れ
は
徳
山
家
文
書
と
し
て

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
同
家
に
は
敬
猛
時
代
に
収
集
さ
れ
た
書
物
の
ほ
か
若
干
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
書
が
で
て
き
た
と
い
う
連
絡
を
う
け
た
。
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
敬
猛
の
直
筆
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は

こ
の
自
筆
本
を
も
と
に
新
た
な
翻
刻
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
本
稿
で
は
、
先
の
小
論
と
同
様
に
、
宮
崎
安
貞
著
『
農
業
全
書
』
と
照
合
し
、
引
用
な
ど
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
を
記
載

し
た
。
な
お
こ
の
『
農
業
全
書
』
と
と
も
に
類
似
し
た
個
所
が
多
い
と
さ
れ
る
『
農
稼
業
事
』
に
つ
い
て
は
同
様
に
は
行
な
わ
な

か
っ
た
。
徳
山
家
の
「
蔵
書
目
録
」
に
は
文
政
元
年
の
も
の
、
明
治
期
の
も
の
い
ず
れ
に
も
『
農
業
全
書
』
は
記
さ
れ
て
い
る
が

『
農
稼
業
事
』
は
な
い
。
徳
山
敬
猛
は
こ
れ
を
見
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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翻
刻
に
あ
た
っ
て

　
　
一
　
底
本
に
は
、
徳
山
敬
猛
自
筆
本
を
用
い
た
。

　
　
一
　
底
本
の
文
体
、
仮
名
つ
か
い
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。

　
　
一
　
底
本
の
漢
字
は
新
字
体
に
、
異
字
に
つ
い
て
は
現
在
の
字
体
と
し
た
。
た
だ
し
、
井
、
杯
、
ホ
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
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（
3
）

　
底
本
の
漢
文
体
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
返
点
の
有
無
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一　
句
読
点
を
つ
け
、
清
濁
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一　
行
間
記
入
個
所
は
（
）
を
つ
け
、
本
文
に
組
み
込
ん
だ
。

一　
底
本
の
文
中
の
二
行
割
注
な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
文
字
と
し
、
一
行
割
注
と
し
た
。

一　
底
本
に
あ
る
ふ
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
ま
た
漢
字
の
左
側
に
つ
い
た
仮
名
は
二
行
に
組
ん
で
〈
　
〉
で
囲
み
、

一
そ
の
漢
字
の
下
に
入
れ
た
。

『
農
業
全
書
』
と
の
対
比
照
合

　
一
　
こ
れ
に
は
『
日
本
農
業
全
書
』
（
山
田
龍
雄
編
集
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
）
の
第
十
二
・
十
三
巻
所
収
の

　
　
　
（
翻
刻
、
校
注
等
山
田
龍
雄
ほ
か
、
一
九
七
八
年
）
を
用
い
た
。
ペ
ー
ジ
数
は
第
十
二
巻
の
そ
れ
を
示
す
。

　
一
　
こ
の
『
農
業
全
書
』
に
は
ふ
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
切
省
略
し
た
。

『
農
業
全
書
』
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農
業
子
孫
養
育
草
序

セ
ン
タ
イ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
シ
イ
キ
ヤ
ウ
セ
ウ
　
　
ジ
ヨ
ジ
に
ツ

先
大
父
本
名
清
延
翁
は
、
子
孫
為
相
続
、
稚
子
遺
教
抄
を
著
述
し
玉
ふ
。
予
ハ
彼
書

　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
シ
ン
ヤ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

を
熟
読
信
用
し
て
、
勤
慎
約
○
姓
〃
”
ハ
シ
〉
の
三
ケ
條
を
守
り
、
漸
く
星
霜
を
壁
土

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ク
キ
ヨ
　
　
　
カ
ン
セ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
う
く

し
た
か
へ
る
年
の
後
、
隠
遁
と
成
二
階
に
独
居
し
て
閑
寂
〈
¢
ヵ
〉
を
楽
ミ
、
情
思

へ
ら
く
我
世
渡
り
に
千
辛
万
労
を
尽
せ
し
事
に
思
ひ
く
ら
へ
、
子
孫
ハ
安
楽
に
為
暮

　
　
　
　
シ
ユ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ソ
ガ
イ
ム
ア
ン
ノ

た
く
明
暮
思
惟
し
て
遺
教
抄
を
考
ふ
レ
ハ
、
第
四
巻
目
〈
二
丁
〉
経
日
ク
、
三
界
無
安
、

ユ
キ
ョ
ク
ワ
タ
ク
　
シ
ユ
ゥ
ク
ジ
ウ
マ
ン
　
ジ
ン
カ
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

猶
如
火
宅
、
衆
苦
充
満
、
甚
可
怖
畏
弁
竹
朔
〃
躰
汁
入
信
針
け
酵
姥
妙
”
か
”
”
〃
”
潜
心
”
ユ
〉

　
　
シ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
カ
イ

と
説
示
シ
給
へ
り
。
三
千
世
界
に
安
楽
な
る
事
ハ
な
く
、
焼
ル
家
の
内
二
座
ス
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン

　
　
シ
ユ
ジ
ヤ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
ク

く
、
衆
生
〈
モ
ロ
〈
〉
の
苦
患
世
の
中
に
充
満
て
、
諸
国
里
々
浦
々
近
々
山
の
奥
書
此
世

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ウ
ク
ワ
ン
ナ
ン

界
に
住
ル
も
の
一
人
も
苦
労
患
難
な
き
も
の
ハ
な
し
。
甚
タ
恐
ル
へ
し
と
の
御
示
し

な
り
。
如
斯
此
世
に
生
る
玉
者
、
皆
々
苦
労
の
な
き
も
の
ハ
な
し
。
其
中
二
も
人
ハ

　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ウ
ジ
ウ
チ
ウ
ギ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
シ
ミ
カ
ル
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
シ
　
　
ヲ
へ

万
物
の
長
と
し
て
鳥
獣
虫
魚
に
く
ら
ふ
れ
ハ
其
苦
軽
く
し
て
楽
ミ
多
し
。
仏
も

　
ガ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ウ
マ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
テ
　
　
　
　
ノ
ガ
ル

三
界
無
安
と
説
給
ヘ
ハ
苦
ハ
世
界
に
充
満
シ
て
遁
る
N
道
な
し
、
油
も
可
遁
や
う

　
　
　
　
　
　
カ
ク
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ナ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
　
　
ア
キ
ラ

な
き
か
ら
ハ
早
く
覚
悟
し
て
苦
労
．
ハ
世
並
人
な
ミ
の
事
と
兼
て
諦
メ
其
覚
悟
さ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト
　
　
ク
　
　
ラ
ク

よ
け
れ
ハ
、
苦
労
も
苦
に
な
ら
す
誠
に
苦
ハ
楽
の
種
と
い
ふ
事
事
て
金
言
な
り
。

コ
ト
ワ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ク
ゼ
ン

諺
　
に
も
若
キ
時
の
苦
労
ハ
買
て
も
せ
よ
と
、
自
前
ノ
道
理
な
り
。
愛
を
以
て
其
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
コ
ウ
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
ミ
ン
セ
ン
ベ
ン
パ
ン
ク
ワ
　
　
ト
セ
イ

悟
の
仕
様
を
考
へ
世
の
中
を
観
る
に
、
農
工
商
の
三
民
千
変
万
化
の
世
渡
な
れ

（
4
）
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シ
ヤ
ウ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
ハ
ン
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
メ
　
　
ス
ク
ナ

と
も
、
商
家
な
と
に
て
一
ツ
旦
繁
昌
す
る
と
い
へ
と
も
三
代
と
相
続
せ
し
例
シ
少

　
　
ム
シ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
デ
ン

し
。
寧
禽
脚
遡
”
．
〉
農
業
の
外
安
気
に
く
ら
し
子
孫
長
久
の
秘
伝
ハ
な
し
。
農
家
に

　
　
　
　
ス
タ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ
ウ
ク
ン

お
み
て
は
数
代
相
続
の
者
多
し
。
此
訳
を
子
孫
に
教
訓
せ
は
や
と
思
へ
と
も
、
ロ

　
ノ
ブ
　
　
ヲ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
イ
ヰ
　

セ
イ
シ
ン
　
シ
ユ
シ
ン

に
述
る
教
ヘ
ハ
当
座
の
ミ
に
て
後
日
の
功
な
し
。
亦
遺
教
抄
二
誠
心
正
意
修
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
　
　
上

　
　
　
　
　
ツ
コ
フ
ヒ
ド
フ
カ
　
　
　
　
セ
ン
ゲ
ン
パ
ン
　
ゴ

に
至
る
ま
て
詳
に
千
言
万
語
を
述
へ
給
ヘ
ハ
、
今
更
我
ホ
こ
と
き
何
い
ふ
へ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ク
ン

も
な
し
。
さ
れ
と
遺
教
抄
に
も
農
業
に
限
り
た
る
遺
訓
罪
な
し
。
去
に
よ
っ
て
当
家

先
祖
よ
り
代
々
相
続
の
農
法
数
代
な
れ
ハ
略
し
、
ロ
ハ
今
存
〈
生
〉
の
敬
寛
中
に
も
農
功
ア
リ
。

田
地
開
発
の
成
功
を
子
孫
に
伝
ン
た
め
、
石
塔
に
鍬
を
持
し
老
人
ノ
〈
姿
〉
を
切
付
た
り
。
此
心
を
感

　
　
　
　
　
　
　
ケ
ダ
イ

心
ス
へ
し
を
無
二
惰
怠
一
い
と
な
ミ
勤
な
バ
幾
代
も
相
続
す
へ
し
と
、
日
頃
の
工
夫
に

　
　
　
キ
ヤ
ウ
チ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
リ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

四
寸
の
胸
中
を
い
た
ミ
、
愚
者
も
千
慮
す
れ
ハ
｝
ツ
徳
あ
り
と
い
へ
る
語
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
く
リ
ョ
　
ッ
ク
　
　
　
ム
チ
う
サ
イ
　
ヲ
　
レ

つ
き
、
千
慮
ハ
を
う
か
万
々
慮
を
尽
し
て
も
無
知
短
才
の
急
劇
よ
き
分
別
も
出
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
ケ
フ
ゼ
ン
シ
ヨ
　
　
ホ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
ウ
ケ
ウ
　
　
ム
ネ
　
　
ゥ
カ
ぐ

折
ふ
し
過
し
X
頃
農
業
全
書
を
粗
〈
ア
ラ
マ
シ
〉
見
侍
り
、
且
ツ
久
世
條
教
の
旨
を
伺
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ
　
　
　
　
　

コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ヘ
ロ
ミ
ヲ
ホ
エ

　
　
　
ロ
ウ
ノ
ウ

近
郷
に
老
農
〈
百
姓
の
上
手
〉
の
説
を
聞
、
功
あ
る
を
取
ま
し
へ
、
予
か
尺
寸
の
試
覚
あ

　
　
　
　
　
　
ト
チ
　
ヲ
ヘ
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ツ
ケ

る
を
加
へ
、
此
土
地
に
応
ず
へ
き
要
を
拾
ひ
、
農
業
子
孫
養
育
草
と
号
て
子
孫
に

シ
ユ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
レ
モ
ト
　
　
　
　
ム
ガ
ク
　
　
　
　
　

チ
ヨ
サ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
キ
ョ

授
与
す
。
し
か
ハ
あ
れ
と
、
吾
本
よ
り
無
学
な
れ
ハ
著
作
の
才
な
く
た
父
魯
魚
の

ア
ヤ
マ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ン
シ
　
　
カ
ザ

誤
　
多
か
ら
ん
。
は
た
文
闘
を
飾
る
事
あ
た
ハ
す
。
八
仮
名
ハ
い
み
ひ
、
ゑ
へ
、
う

ふ
、
や
う
よ
う
、
を
お
、
の
違
ひ
多
か
る
べ
し
。
）
か
な
つ
か
ひ
も
知
ら
さ
れ
と
も
、

　
　
　
ヒ
ト
ニ
　
　
ノ
ウ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
モ
ウ
　
　
ジ
モ
ク
　
　
ツ
ウ
　
　
ヤ
ス

此
書
ハ
偏
に
農
家
の
為
に
回
る
歪
な
れ
ハ
、
文
盲
の
耳
目
に
通
し
安
か
ら
し
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ク
ゴ
　
　
　

と
、
此
辺
通
用
の
俗
語
に
う
つ
せ
り
。
此
書
真
名
字
の
左
に
か
な
を
付
タ
ハ
農
人
見
安
き
為

（
5
）

…
我
愚
蒙
を
忘
れ
て
、
種
植
の
書
を
あ
ら
ハ
し

て
、
民
と
共
に
是
に
よ
ら
ん
事
を
お
も
ひ
、
唐

の
農
書
を
考
へ
、
本
邦
の
土
宜
く
貿
箏
に
し

た
が
ひ
、
農
功
の
助
と
な
る
へ
き
事
を
撰
び
、

或
は
畿
内
諸
国
に
遊
観
し
、
広
く
老
圃
老
農
に

訥
謀
、
草
稿
を
集
め
て
十
巻
と
し
、
農
業
全
書

と
名
付
侍
へ
る
。
さ
れ
ど
本
よ
り
著
作
の
才
な

け
れ
ば
、
た
父
魯
魚
の
誤
り
鄙
理
の
言
多
き
の
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グ
ロ
ウ
　
　
　
　
　
　
ア
ハ
レ
　
　
ノ
ゥ
シ
ュ
ツ

な
り
。
字
心
理
ハ
た
か
ふ
事
も
あ
る
へ
し
。
心
得
あ
り
た
し
。
○
愚
老
か
子
孫
を
憐
ミ
農
術

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ス
ケ

に
お
み
て
当
地
の
土
宜
に
し
た
か
ひ
、
万
か
一
の
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

ク
ワ
ン
ゲ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
キ
ツ
ず
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ク
サ
ミ

管
見
の
及
ふ
と
こ
ろ
を
書
綴
れ
ハ
、
或
人
是
は
楽
隠
居
の
よ
き
慰
と
い
へ
り
。

全
く
左
に
あ
ら
す
。
な
く
さ
ミ
な
れ
書
目
に
及
ひ
た
る
仮
名
本
、
軍
書
ホ
、
又
甲
乙

　
　
タ
ハ
ム
レ
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ
ク
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
シ
ラ

座
の
戯
に
言
捨
し
口
癖
の
狂
歌
、
を
こ
か
ま
し
き
咄
の
類
ハ
、
人
か
笑
ふ
と
誹

ふ
と
ま
玉
の
か
わ
、
我
心
だ
に
面
白
け
れ
ハ
そ
れ
か
気
晴
し
保
養
と
も
云
フ
へ
し
。

カ
リ
ソ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ょ
く
　
　
と
　
　
　
　
ミ
チ
ヒ
キ

仮
初
に
も
末
の
世
に
の
こ
し
子
孫
を
旧
稿
〈
か
う
さ
く
〉
に
導
き
、
家
相
続
の
便
に
も
な

　
　
　
　
　
グ
イ
　
ロ
ラ
ス
　
　
オ
ロ
ソ
カ

れ
か
し
と
、
愚
意
を
労
る
三
三
な
ら
す
。
是
に
つ
け
て
も
遺
教
抄
の
大
部
に
数

　
ハ
イ
カ
ン
　
　
ク
タ
キ
　
　
　
　
シ
ヨ
バ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
ク

年
肺
肝
を
砕
き
、
序
践
に
子
孫
を
厚
く
い
ま
し
め
寝
れ
し
先
大
笠
の
心
中
を
思
ひ

　
　
　
　
　
　
　
ナ
ミ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヨ
サ
ク

廻
せ
ば
、
有
か
た
泪
か
こ
ぼ
る
玉
な
り
。
此
書
ハ
遺
教
抄
に
く
ら
ぶ
れ
バ
著
作
の

シ
ソ
ラ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ン
ソ
ウ
オ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
コ

心
労
十
分
か
一
に
も
あ
ら
す
。
然
と
も
分
相
応
の
風
か
吹
と
て
、
太
鼓
ハ
大
こ
の
こ

　
　
シ
ヤ
ク
ハ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ン
サ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ア
イ
　
　
マ
ヨ
　
　
シ
ン

へ
、
尺
八
ハ
尺
八
の
こ
ゑ
な
れ
ハ
、
予
か
分
際
に
て
子
孫
を
恵
む
慈
悲
に
迷
ひ
心

イ
　
　
ラ
ウ
　
　
　
　
コ
ミ
ロ
サ
シ
　
　
ス
イ
サ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
二
丈
ク

意
を
労
せ
し
志
を
推
察
し
、
又
先
祖
汐
代
々
農
事
の
成
功
高
恩
の
余
沢
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
ヨ
ク
チ
ゥ

て
只
今
の
子
孫
足
る
事
を
知
ら
ハ
、
衣
食
住
翁
ル
続
）
”
イ
〉
の
不
足
ハ
な
し
。
常
々

　
ヲ
ン
ギ
　
　
ス
ワ
ス
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゲ
　
　
ク
フ
ウ
　
　
ア
ッ
ク

此
面
儀
を
不
忘
有
か
た
く
思
ひ
、
ま
す
く
農
業
を
励
ミ
工
夫
を
篤
く
し
其
勤
ニ

　
　
　
　
　
レ

セ
イ
リ
ヨ
ク
　
　
ツ
ク
　
　
シ
ユ
レ
ソ
　
エ
ド
ク
　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
　
　
シ
ユ
ク
　
　
　
　
　
　
　
モ
ソ
サ
イ

精
力
を
尽
し
修
練
会
得
せ
は
、
農
に
熟
し
中
に
ハ
文
才
の
者
も
あ
ら
ん
、
亦
芝
蘭

ワ
ク
テ
ウ
　
　
ノ
ウ
カ
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ラ
ス
　
　
コ
ウ
　
　
チ
シ
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ
ネ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ウ
ホ

億
兆
の
農
家
な
れ
ハ
必
大
功
の
智
者
も
有
へ
し
。
是
ホ
に
尋
問
ひ
猶
此
書
を
増
補

　
　
　
　
エ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヒ
ネ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ゼ
ン
　
　
テ
ン
ト
ウ
シ
ソ
メ
イ
　
　
ミ
ヤ
ウ
リ
ヨ
　
　
　
　
カ
ナ
　
　
イ
ノ
う

し
子
孫
の
益
た
ら
ん
事
を
希
ひ
な
ハ
、
自
然
と
天
道
神
明
の
冥
慮
に
も
叶
ひ
祈

　
　
　
　
　
サ
イ
ハ
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ヘ
　
　
ヲ
ヘ
ビ
ナ
ル
カ
ナ
　
　
ノ
ウ
　
　
ト
ク
　
　
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　

カ
ゲ
ウ

ら
さ
れ
と
も
福
ひ
は
来
ら
ん
。
鳴
呼
、
大
士
。
農
の
徳
を
称
し
、
家
業
大

ミ
か
ハ
、
其
義
理
も
亦
歯
葬
に
し
て
要
撃
多
か

ら
ん
事
を
肖
る
。
　
　
　
　
　
（
二
一
ペ
ー
ジ
）

一
件
本
よ
り
文
才
な
く
し
て
文
詞
を
飾
る
事
あ

　
た
ハ
ず
、
且
三
雲
ハ
ひ
と
へ
に
農
家
の
用
る

　
所
な
れ
ば
、
あ
な
が
ち
に
文
辞
を
華
麗
に
す

　
べ
き
に
あ
ら
ず
。
楽
軒
翁
も
又
其
辞
を
野
に

　
し
て
、
衆
民
の
さ
と
し
や
す
か
ら
ん
事
を
思

　
ひ
、
皆
俗
語
に
う
つ
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
｛
ハ
。
へ
ー
ジ
）

一
後
来
文
才
余
り
有
て
、
且
農
事
に
熟
し
た
る

人
あ
ら
バ
、
猶
気
書
を
増
補
し
、
弥
民
の
益

た
ら
ん
事
、
予
が
微
賎
に
在
て
、
世
を
患
ひ

農
を
め
ぐ
む
の
素
意
に
し
て
、
尤
希
ふ
所
な

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
ペ
ー
ジ
）

（
6
）
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ミ
ヤ
ウ
ジ
ン
　
　
　
　
　
　
ボ
サ
ツ
　
　
ト
ウ
ト
　
　
ウ
ヤ
マ
　
　
シ
ン
カ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
バ
ン
ダ
イ
フ
エ
キ
ノ
ゥ
ケ
ウ

明
神
先
祖
大
菩
薩
と
尊
ミ
敬
ひ
信
仰
す
れ
ハ
、
御
利
生
あ
り
て
万
代
不
易
農
業

シ
ソ
ン
ヤ
ン
ヒ
グ
サ
　
　

コ
フ
ウ
シ
ウ
ウ
　
　
メ
グ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ

子
孫
養
草
ハ
五
風
十
雨
の
恵
に
て
、
四
方
に
は
ひ
こ
り
栄
工
く
て
時
を
た
か
へ

す
、
安
く
あ
ら
け
き
泰
平
の
御
代
に
生
レ
ぬ
る
あ
り
か
た
さ
に
は
、
子
孫
永
々
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヘ
シ
ソ
　
　
シ
ヨ

つ
代
の
春
を
む
か
へ
（
よ
）
か
し
と
、
謹
て
序
す
。
時
二
文
政
九
年
水
無
月
の
陽

日
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
山
　
敬
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
年
六
十
五
歳
書
之

　
此
書
の
発
端
に
六
十
を
暦
て
思
ひ
立
し
て
書
た
る
ハ
子
孫
の
恩
愛
に
迷
ひ
安
楽
に
く
ら
さ
セ
た
く

　
思
ふ
て
興
を
入
し
な
り
。
本
よ
り
農
事
を
一
大
事
と
思
ふ
ゆ
へ
に
、
養
父
（
当
選
八
十
四
歳
）
敬

　
寛
還
暦
の
賀
に
、
農
絵
の
盃
を
調
、
其
箱
に
先
祖
よ
り
農
業
を
励
数
代
相
続
の
成
功
を
書
付
た
り
。

　
後
来
其
志
を
考
へ
農
法
怠
る
事
な
か
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ジ
ン
　
　
イ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゥ
ノ
ク

抑
農
業
は
国
家
の
大
本
な
り
。
上
ミ
天
子
よ
り
下
モ
庶
人
に
至
る
ま
て
、
生
を
養
育

　
　
　
コ
ク

す
る
五
穀
を
作
り
出
し
て
納
る
も
の
な
れ
は
、
是
天
下
の
宝
と
い
ふ
も
の
な
り
。
故

　
イ
ニ
シ
　
　
セ
イ
ケ
ン
　
　
マ
ツ
リ
コ
ト
　
　
　
カ
ウ
サ
ク

に
古
へ
聖
賢
の
政
事
に
も
耕
作
を
根
元
と
し
給
ふ
と
い
へ
り
。
神
代
の
む
か
し

ア
マ
テ
ル
ヲ
ミ
カ
ミ
ミ
　
タ
サ
ク
　
　
　
　
　

ト
リ
ヲ
コ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ソ
ミ
ゾ
　
　
ヲ
リ

天
照
太
神
御
田
作
の
事
を
執
行
ハ
せ
給
ひ
、
亦
御
ミ
つ
か
ら
神
彩
を
織
給
ふ
。

歌
に
も
、
い
た
つ
ら
に
世
に
な
す
さ
ミ
そ
は
た
と
の
に
神
さ
ヘ
ミ
そ
を
お
る
と
聞
に

（
7
）
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ジ
ン
ク
ン
　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ
ウ
チ
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ト
ノ
リ
　
　
　
　
ト
　
チ

も
又
人
代
の
始
つ
か
た
本
朝
中
興
神
君
神
功
皇
后
武
内
の
臣
に
勅
し
、
土
地
を

　
　
　
ミ
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ロ
コ
シ
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ツ
カ
ラ
セ
キ
デ
ン
　
　
タ
カ
ヘ
シ

ひ
ら
き
神
田
を
作
ら
し
め
給
へ
り
。
諸
越
二
も
天
子
国
籍
田
を
耕
給
ひ
民
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
フ

を
か
り
て
耕
を
藷
田
と
い
ふ
、
王
ハ
一
擾
、
公
ハ
三
擾
、
郷
ハ
九
擾
、
大
夫
ハ
ニ
十
七

　
　
シ
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ

擾
、
庶
人
ハ
千
畝
を
終
と
か
や
周
礼
一
擾
ハ
、
冬
田
を
王
自
束
を
持
一
度
起
返
さ
せ
給
ふ
、
終

と
ハ
い
つ
れ
も
推
擾
の
数
終
り
て
其
跡
を
百
姓
請
取
作
る
な
り
。
こ
と
く
く
上
天
子
よ
り
農
を
学

ひ
給
ひ
、
明
堂
に
九
室
あ
る
も
井
田
の
制
を
以
為
之
と
な
り
。

　
　
カ
ン

故
に
漢
の
文
帝
先
王
の
法
に
し
た
か
ひ
、
み
つ
か
ら
天
下
の
農
夫
に
先
だ
ち
て
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ジ
ン

給
へ
る
物
を
も
ち
て
天
地
神
明
の
楽
盛
〈
〃
モ
〉
に
供
給
ふ
。
わ
か
朝
人
皇
十
代
崇
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム
ガ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ
エ
ヲ

天
皇
の
十
二
年
九
月
、
始
狡
二
人
民
｝
更
二
科
二
士
役
食
”
牲
〉
一
と
あ
り
。
又
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
ト
ク
　
　
　
　
ソ
ウ
モ
ン

四
代
推
古
天
皇
二
年
春
二
月
聖
徳
太
子
奏
聞
有
て
国
々
へ
勅
使
を
下
さ
れ
、
百
姓

に
蒔
仕
付
の
時
節
土
地
相
応
す
る
物
井
作
り
た
て
様
を
教
さ
せ
給
ふ
。
三
十
七
代
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ヨ
ウ
テ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ト
ノ
リ
ア
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
ト
ク

徳
天
皇
記
二
町
段
の
数
租
庸
調
倉
〃
キ
〉
の
こ
と
詔
有
て
、
四
十
八
代
称
徳
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヨ
ク
セ
ン

皇
の
御
宇
大
臣
吉
備
公
勅
宣
を
奉
し
、
天
下
の
百
姓
に
大
小
の
麦
を
植
さ
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
マ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

た
り
。
さ
れ
と
蒔
う
ゑ
の
時
を
失
ひ
ミ
の
り
よ
か
ら
す
、
愛
に
お
み
て
五
十
二
代
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ユ
ツ
グ

が峨
天
皇
の
御
宇
弘
仁
十
一
年
藤
原
冬
嗣
公
勅
を
う
け
て
播
種
命
井
ケ
〉
の
時
後
れ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
シ
キ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
タ
ク
ゲ
ン
や

る
や
う
を
告
示
さ
せ
給
ふ
。
是
よ
り
耕
作
の
令
制
頻
り
に
行
罵
れ
、
山
沢
原
野

　
　
　
　
　
　
　
ク
ハ
フ
バ
ク

〈ヤ

宴
m
〉
ひ
ら
け
荒
亡
分
肋
〉
の
地
な
く
耕
作
の
道
盛
な
り
。
さ
れ
ハ
諸
作
多
き
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ン
ヤ
ウ
サ
ウ
ワ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
サ

に
分
て
麦
稲
の
両
種
は
陰
陽
相
応
の
草
に
て
五
穀
の
中
の
長
な
り
。
転
転
の
成
熟
を

　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
コ
ウ

考
ふ
る
に
十
月
農
功
命
劫
許
陣
〉
終
り
て
諸
作
取
収
、
う
玉
る
も
の
あ
ら
さ
る
に
、
此

（
8
）
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ヨ
ゥ
キ
　
　
　
　
　
　
キ
サ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ラ
イ
フ
ク

月
麦
を
蒔
入
事
陽
気
地
中
に
繭
故
な
り
、
十
一
月
中
冬
至
地
雷
復
の
時
一
陽
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
タ
タ
リ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
テ
ン
タ
イ

地
上
に
起
り
初
る
頃
、
麦
ひ
と
り
生
出
、
十
二
月
地
沢
臨
月
陽
、
正
月
地
天
泰
三

　
　
　
　
ラ
イ
テ
ン
タ
イ
サ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ク
テ
ン
ク
ワ
イ

陽
、
二
月
雷
天
大
壮
四
陽
、
三
月
沢
天
央
五
陽
、
如
上
段
々
陽
気
に
つ
れ
て
成
長

　
　
　
　
ケ
ン
ヰ
テ
ン

し
、
四
月
乾
為
天
の
時
陽
極
て
熟
し
、
其
地
乾
け
る
は
陽
な
り
、
又
蒔
う
ゆ
る
ハ
男

　
　
　
　
　
ソ
ダ
テ

に
て
陽
の
物
育
や
し
な
ふ
に
陽
を
以
て
す
、
麦
の
陽
草
た
る
事
斯
の
こ
と
く
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
サ
ム

て
草
木
と
も
春
生
し
て
秋
収
ル
に
、
麦
は
か
り
夏
四
月
滞
る
に
よ
り
て
四
月
の
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ソ
フ
ウ
コ
ウ

名
を
麦
秋
と
も
い
へ
り
、
稲
は
五
月
中
夏
至
天
風
垢
の
時
一
下
魚
て
来
て
苗
を
移

　
　
　
　
テ
ン
サ
ン
ト
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
チ
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ウ
チ
ク
ワ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
チ
バ
ク

し
、
六
月
天
山
遊
二
陰
、
七
月
天
地
否
三
陰
、
八
月
風
地
黒
四
陰
、
九
月
山
地
剥
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
キ
　
チ

陰
、
斯
の
こ
と
く
月
毎
に
一
陰
ツ
玉
地
下
よ
り
上
る
に
随
っ
て
生
立
、
十
月
坤
為
地

の
時
陰
極
り
て
実
の
る
、
其
水
田
の
坤
な
る
は
陰
な
り
、
と
り
う
へ
る
ハ
女
に
て
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
キ

の
物
や
し
な
ひ
そ
た
つ
を
に
陰
を
以
て
す
、
稲
の
陰
草
た
る
事
如
斯
、
易
ハ
も
ろ
こ

　
　
　
　
フ
ツ
キ
　
シ
　
　
　
　
ケ
ン
グ
　
リ
シ
ン
リ
ン
カ
ン
コ
ン
ケ
ン
　
　
　
　
　
ク
ワ

し
の
帝
王
伏
義
氏
初
て
乾
免
離
震
巽
玖
艮
坤
の
八
の
卦
を
な
し
、
一
切
萬
物
の
理
是

に
も
る
玉
事
な
し
。
今
其
理
を
以
て
考
ふ
る
に
稲
麦
陰
陽
の
物
理
の
根
本
な
る
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ハ
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
エ
ン

て
生
熟
の
時
右
の
こ
と
く
卦
交
に
か
な
ひ
て
有
難
き
こ
と
な
れ
と
も
、
農
家
其
所
以

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
バ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
テ
ウ

を
し
ら
す
、
た
玉
占
法
の
こ
と
の
ミ
覚
へ
陰
陽
消
長
の
理
を
明
ら
か
に
し
、
耕
作

の
道
も
此
理
に
か
な
ひ
た
る
事
を
弁
へ
さ
る
に
よ
り
、
麦
飯
お
ひ
た
ち
お
さ
ま
り
の

　
　
グ
ハ
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
ζ
ン

時
を
卦
交
に
あ
ら
ハ
し
て
農
業
の
大
切
な
る
事
を
し
ら
し
む
る
な
り
。
麦
の
刈
旬

　
　
　
　
ネ
　
モ
ト

赤
ら
む
事
根
本
よ
り
色
付
て
穂
ハ
後
に
赤
ら
む
な
り
。
是
山
陽
気
上
ル
に
し
た
か
ひ

ム
ギ
ハ
ラ
ネ
モ
ト
　
　

ウ
レ

租
　
根
本
よ
り
熟
る
な
り
。
稲
の
色
付
事
ハ
穂
よ
り
赤
ら
ミ
、
葉
ハ
次
に
黄
は
ミ
、

（
9
）
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ウ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヤ
ヘ
カ

藁
後
に
熟
る
。
是
ハ
入
九
月
に
な
れ
ハ
陰
気
盛
に
し
て
冷
な
る
気
を
請
る
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
サ
イ

穂
よ
り
赤
ら
む
。
右
陰
陽
0
理
を
能
々
考
ふ
へ
し
。
凡
五
穀
構
外
万
の
野
菜
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
シ
ユ
ク

ま
て
天
地
人
三
才
の
力
を
得
て
成
熟
す
る
な
り
。
回
天
の
数
三
百
六
十
五
度
四
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン

度
の
一
に
て
、
日
輪
ハ
昼
ハ
上
を
め
く
り
夜
ハ
地
下
を
め
く
り
て
丁
々
と
し
て
無
ニ

ヤ
ム
ト
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ

息
時
一
、
地
是
に
し
た
か
ひ
五
行
の
気
内
に
め
く
り
て
少
も
不
息
し
て
万
物
を
生
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゲ
マ

分
概
テ
〉
す
る
な
り
。
然
る
に
天
地
と
徳
を
一
に
す
る
人
と
し
て
悪
業
を
励
さ
ら
ん

や
、
五
穀
の
種
を
う
玉
る
ハ
人
な
り
、
生
育
す
る
ハ
天
地
の
生
々
な
り
。
然
と
も
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ガ
ヘ
シ
ク
サ
キ
リ
コ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
ユ
ク

を
お
ろ
す
は
か
り
に
て
人
耕
転
肥
し
せ
さ
れ
ハ
不
熟
す
る
な
り
。
天
地
の
徳
と

人
の
力
と
合
さ
れ
ハ
出
来
ぬ
な
り
。
天
地
の
生
々
ハ
一
時
も
絶
間
な
し
。
人
不
勤
故

に
不
熟
多
し
。
人
ハ
子
の
刻
よ
り
寅
の
刻
ま
て
臥
休
む
も
の
な
れ
は
、
何
ほ
と
働
て

も
天
地
に
は
お
よ
ハ
ぬ
な
り
。
さ
れ
は
此
道
理
を
点
々
合
点
し
て
怠
り
な
く
勤
む
へ

し
。
さ
す
れ
ハ
天
地
の
恵
ミ
に
て
水
損
あ
る
年
も
早
言
あ
る
年
に
て
も
、
人
の
田
よ

り
ハ
我
田
ハ
よ
く
熟
し
て
取
入
る
な
り
。
此
理
ハ
農
に
限
ら
す
万
事
に
心
得
あ
る
へ

し
。
皆
勤
慎
な
り
。

一180一
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ミ
ヤ
サ
キ
ア
ン
テ
イ
ヲ
ウ

「
農
業
全
書
は
元
禄
の
む
か
し
筑
前
宮
崎
安
貞
翁
、
四
十
余
年
農
民
を
友
と
し
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
チ
ヨ
ク

つ
か
ら
心
力
を
尽
し
手
足
を
労
し
て
農
事
を
い
と
な
ミ
種
植
の
道
に
委
し
く
、

　
カ
イ
ハ
ラ
ト
ク
ノ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ロ
コ
シ
　
　
ノ
ウ
シ
ヨ
　
　
　
　
　
ホ
ン
ホ
ウ
　
　
ト
　
ギ

又
貝
原
篤
信
先
生
農
法
審
な
れ
ハ
、
此
二
老
人
唐
の
農
書
を
考
へ
本
邦
の
土
宜

〈ツ

V
キ
〉
に
し
た
か
ひ
、
騒
の
晦
と
な
る
へ
き
事
を
謹
み
璽
し
て
世
に

（
1
0
）
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ア
ラ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
ク
ン

著
し
給
ふ
。
古
へ
よ
り
本
朝
の
賢
君
農
業
を
尊
ひ
給
ひ
、
前
条
に
述
る
こ
と
く

　
　
　
　
レ
ン
メ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
ジ
ユ
ツ
　
　
ヲ
シ
ユ

神
代
よ
ヴ
連
綿
と
し
て
農
事
盛
ン
な
り
と
い
へ
と
も
、
書
意
を
隔
る
書
ハ
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ヨ
ク

　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
　
フ

伝
ら
す
。
さ
れ
は
耕
失
〈
ヒ
ャ
ク
シ
ャ
ウ
〉
皆
農
法
を
委
し
く
し
ら
ず
し
て
稼
稿
〈
勃
妙
〉
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ウ

明
ら
か
な
ら
さ
る
ゆ
へ
に
、
身
を
労
し
心
を
苦
し
め
て
労
る
と
い
へ
と
も
、
秋
の

実
の
り
不
足
を
見
る
事
し
ハ
く
な
り
け
れ
ハ
、
是
ヲ
な
け
く
思
ひ
農
業
全
書
を

　
　
　
　
　
　
メ
グ
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン
ホ
ウ
　
　
　
　
　

ケ
ン
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ

　
　
　
パ
ン
ミ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
セ
　
フ

あ
ミ
て
万
民
を
恵
ミ
玉
ふ
は
本
邦
農
書
の
権
輿
〈
か
シ
〉
万
世
不
朽
の
御
厚
恩
な

り
。

　
　
　
　
　
　
セ
イ
ジ
ン
　
　
マ
ツ
リ
コ
ト
　
　
　
　
モ
ツ
ハ
ラ
　
　
カ
ウ
ヨ
ゥ

一
三
い
に
し
へ
聖
人
の
政
は
、
専
ら
教
養
の
二
つ
に
出
す
。
農
業
の
心
門
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ヤ
ウ

を
養
ふ
本
な
れ
ハ
、
農
法
く
ハ
し
か
ら
さ
れ
ハ
五
穀
す
く
な
く
し
て
人
民
生
養
を

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
ユ
　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
リ
ン

と
く
る
事
な
し
。
孝
弟
の
道
島
人
を
締
る
の
本
な
り
。
人
も
教
な
け
れ
一
人
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ソ
ジ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
ガ
ユ
エ
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ワ
ウ
ケ
ン
ク
ン

明
ら
か
な
ら
す
し
て
禽
獣
〈
ト
リ
ケ
ダ
モ
ノ
〉
に
近
し
。
　
故
に
古
へ
の
聖
王
賢
君
天
下
国

　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ラ
ス
ノ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ヨ
ク

家
を
治
る
に
必
農
を
す
玉
め
稼
稿
を
教
る
を
以
て
先
と
し
‘
、
人
の
道
を
正
す
を

　
　
　
　
　
　
タ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
ボ
ク
　
　
チ
ュ
ワ
ゥ
　
　
ァ
タ

以
て
本
と
し
給
ハ
さ
る
は
な
し
。
然
る
に
日
本
の
地
ハ
南
北
の
中
央
に
当
れ
る
に

　
　
　
イ
ソ
ヤ
ウ
　
　
キ
タ
マ
　
　
　
カ
ソ
シ
ヨ
　
　
チ
ウ
ク
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
ハ
ダ
　
　
　
　
　
サ
イ
ヂ
ク
ワ

や
、
陰
陽
の
気
正
し
く
寒
暑
も
中
和
に
か
な
ひ
、
　
甚
し
き
天
災
地
象
も
な
く
、

　
　
チ
ヲ
ホ
　
　
　
　
　
タ
ウ
パ
ク
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
　
　
　
　
ヂ
ヒ
ロ
　
　
　
コ
ク
ド
　
　
　
　
　
ヒ
リ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ

　
ヘ
イ平

地
多
く
し
て
三
三
〈
イ
ネ
ム
ギ
〉
を
回
る
の
地
広
く
、
国
土
勝
れ
て
肥
良
な
れ
は
、
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

…
古
本
朝
の
賢
君
、
多
く
ハ
農
業
を
重
く
し
給

ふ
と
い
へ
ど
も
、
農
術
を
教
る
の
書
ハ
世
に
伝

ハ
ら
ず
。
故
に
農
法
世
に
委
し
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
ペ
ー
ジ
）

…
然
る
ゆ
へ
に
、
身
を
労
し
心
を
苦
し
め
て
、

勤
め
い
と
な
む
と
い
へ
共
、
効
を
得
る
事
す
く

な
く
し
て
、
や
x
も
す
れ
ば
、
秋
の
な
り
は
ひ

の
不
足
を
み
る
こ
と
し
バ
く
な
り
。
…
唯
ひ

と
へ
に
民
皆
農
術
を
し
ら
ず
し
て
、
稼
稿

〈カ

､
さ
く
〉
の
道
明
ら
か
な
ら
ざ
る
ゆ
へ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
八
ペ
ー
ジ
）

…
凡
い
に
し
へ
聖
人
の
政
ハ
、
専
教
養
の
二
つ

に
出
ず
。
農
業
の
術
時
人
を
養
ふ
の
本
宮
。
農

説
く
ハ
し
か
ら
ざ
れ
。
ハ
、
五
穀
す
く
な
く
し

て
、
人
民
生
養
を
と
ぐ
る
事
な
し
。
孝
弟
の
道

ハ
人
を
教
ゆ
る
の
本
な
り
。
孝
弟
の
教
へ
な
け

れ
。
ハ
、
人
倫
明
か
な
ら
ず
、
人
の
道
立
ず
し
て

禽
獣
鹿
蕩
〉
に
近
し
。
…
し
か
り
し
ょ
り
以

来
代
々
の
聖
王
賢
君
、
天
下
国
家
を
治
る
に
、
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シ
ユ
シ
ヨ
ク
　
　
ル
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
マ
モ
ロ
コ
シ

つ
凄
絶
の
類
成
長
せ
さ
る
は
な
し
。
高
麗
唐
土
に
も
か
下
る
上
国
は
な
き
と

そ
聞
へ
侍
る
我
ホ
壮
年
の
頃
思
へ
ら
く
此
山
中
に
て
農
事
を
営
ミ
、
い
か
に
精
力
を
尽
す
と
い

へ
と
も
立
身
ハ
成
か
た
し
と
ふ
と
迷
ひ
し
か
、
四
十
年
の
頃
よ
り
本
心
に
立
か
へ
り
、
よ
く
く

思
ヘ
ハ
、
此
谷
下
ハ
至
て
暮
し
よ
き
所
也
。
わ
け
て
（
当
村
ハ
）
農
人
第
一
の
肥
草
沢
山
に
て
竹

木
あ
り
、
水
上
の
難
稀
な
り
。
冥
加
至
極
難
有
事
と
子
孫
に
可
致
教
示
事
な
り
。
然
る
に
今
泰

平
の
御
代
に
し
あ
れ
ハ
、
万
民
安
堵
し
親
兄
弟
妻
子
相
隣
に
目
出
度
寿
を
た
も

ち
、
農
事
を
励
、
三
四
の
道
を
よ
く
弁
へ
無
郭
勤
る
時
は
農
術
世
々
に
熟
し
五
穀

よ
く
実
の
り
、
衣
食
の
養
ひ
た
り
て
各
相
続
せ
は
を
の
つ
か
ら
貧
る
心
も
な
く
、

風
俗
す
な
ほ
に
和
順
し
、
国
富
民
栄
へ
貴
賎
等
し
く
代
々
安
楽
な
ら
ん
事
疑
あ
る

へ
か
ら
す
。

一
点
書
を
よ
み
其
大
概
を
し
る
と
い
ふ
と
も
、
日
々
農
事
を
専
ら
に
心
を
尽
し
力
を

必
農
を
す
ム
め
、
稼
稿
を
滴
る
を
以
て
先
と

し
、
人
倫
の
道
を
正
す
を
以
て
、
本
と
し
給
ハ

ざ
る
ハ
な
し
。
　
　
　
（
一
六
～
一
七
ペ
ー
ジ
）

　
抑
日
本
の
地
ハ
、
南
北
の
中
央
に
当
れ
る
に

や
、
陰
陽
の
気
正
し
く
、
寒
暑
も
中
和
に
か
な

ひ
、
甚
し
き
天
災
地
禍
も
な
く
、
平
原
多
く
し

て
、
稲
案
翻
〉
を
種
ふ
る
の
地
ひ
ろ
し
．
国

土
又
勝
れ
て
肥
良
な
れ
ば
、
万
づ
種
植
の
類
、

物
と
し
て
成
長
せ
ざ
る
ハ
な
し
。
も
ろ
こ
し
の

外
に
か
し
る
上
国
ハ
な
き
と
そ
聞
え
侍
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
ペ
ー
ジ
）

衣
食
た
り
て
後
、
礼
儀
行
ハ
る
N
理
な
れ
ば
、

民
種
植
の
道
を
よ
く
し
り
て
五
穀
ゆ
た
か
に
、

衣
食
の
養
ひ
た
り
て
、
各
其
所
を
得
バ
、
を
の

つ
か
ら
貧
る
心
も
な
く
、
礼
義
廉
恥
行
ハ
れ
、

風
俗
す
な
ほ
に
、
人
心
和
順
し
、
一
世
安
楽
な

ら
ん
事
、
日
々
に
新
に
、
月
々
に
さ
か
ん
な
る

へ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
ペ
ー
ジ
）

一
農
家
此
書
を
よ
ミ
其
大
概
を
し
る
と
い
ふ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
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用
て
実
に
其
理
を
執
行
し
、
修
練
会
得
せ
さ
れ
ハ
無
益
の
徒
事
な
り
讐
ハ
遺
教
抄

の
発
端
に
著
述
せ
ら
れ
し
こ
と
く
、
書
物
ハ
よ
む
人
の
志
に
よ
り
て
益
不
益
異
事
あ
り
、
読
て
徳

を
得
さ
る
ハ
其
時
の
失
に
あ
ら
す
、
読
人
の
心
か
け
あ
し
き
な
り
。
諺
に
も
論
語
よ
ミ
論
語
し
ら

す
と
云
り
。

品
書
も
度
々
よ
み
記
諦
す
る
人
あ
り
と
も
、
其
身
に
ハ
勤
メ
疎
に
し
て
よ
く
呑
込

た
顔
付
に
て
、
よ
り
く
の
口
遊
｝
座
の
物
か
た
り
な
と
に
し
て
は
更
に
益
な

し
。
農
業
の
道
に
お
み
て
ハ
幼
少
よ
り
真
実
に
心
か
け
思
ひ
を
深
く
し
、
九
夏
三

伏
の
炎
天
を
も
不
厭
、
冬
の
雪
吹
も
苦
に
せ
す
、
昼
夜
油
断
な
く
勤
て
農
功
を
得

る
時
は
老
て
後
安
楽
な
り
。
都
て
農
人
ハ
皆
平
生
い
と
な
む
わ
さ
に
し
て
世
な
ミ

人
な
み
の
家
業
な
れ
ハ
、
彼
放
下
幻
術
の
奇
妙
或
は
軽
業
の
綱
わ
た
り
杯
、
熟
し

て
奇
（
異
）
の
巧
を
な
し
て
人
の
目
を
驚
す
類
ひ
よ
り
ハ
、
其
効
を
得
る
愛
子
以

た
や
す
か
る
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

も
、
日
々
に
い
と
な
む
農
事
に
つ
い
て
、
心

を
尽
し
、
力
を
用
て
、
実
に
其
理
を
事
の
上

に
執
行
〈
と
り
お
こ
な
ひ
〉
し
、
勤
め
て
修
練
会
得

〈た

�
黷
�
ﾆ
く
し
ん
〉
せ
ず
ハ
、
唯
是
無
益
の
徒
事
な

る
べ
し
。
た
と
え
。
ハ
儒
書
を
ま
な
ん
で
、
四

書
小
学
に
熟
し
、
其
余
の
経
書
に
も
粗
通

じ
、
字
義
、
訓
諮
を
譜
じ
、
且
講
説
こ
と
に

詳
な
り
と
い
へ
ど
も
、
…
却
て
文
盲
の
人
の

ご
と
し
。
此
書
も
又
是
に
同
じ
。
た
び
く

・
れ
を
弄
翁
馴
記
論
塞
に
〉
す
・
人

あ
り
と
も
、
徒
に
此
事
を
以
て
、
よ
り
く

の
口
遊
、
一
座
の
話
談
と
し
て
、
農
業
の
上

に
お
み
て
ハ
、
真
実
に
心
を
励
ミ
思
ひ
を
箪

し
、
力
を
用
ひ
て
こ
れ
を
心
ミ
営
ミ
、
三
た

び
壁
を
折
の
労
な
く
し
て
ハ
、
大
に
験
を
得

る
事
か
た
か
る
べ
し
。
農
民
殊
に
ご
エ
に
お

み
て
、
心
を
と
却
め
力
を
尽
す
べ
し
。
し
か

ハ
あ
れ
ど
、
是
皆
平
生
、
農
家
の
い
と
な
む

わ
ざ
に
し
て
、
よ
の
常
の
事
な
れ
ば
、
彼
放

下
幻
術
の
雑
事
、
こ
れ
を
習
ふ
事
久
し
て
後
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其
事
熟
し
、
奇
異
の
巧
を
な
し
て
、
入
の
目

を
驚
す
類
よ
ゆ
ハ
、
其
効
を
得
る
事
甚
以
て

た
や
す
か
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
九
～
三
〇
ペ
ー
ジ
）

176

一
凡
種
芸
の
事
に
ハ
四
季
八
節
二
十
四
節
を
考
て
四
季
ハ
春
夏
秋
冬
、
八
節
ハ
立
春
、
春

分
、
立
夏
、
夏
至
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至
也
其
時
日
に
を
く
れ
す
、
時
々
に
耕
種

る
を
肝
要
と
す
る
な
り
。
四
季
八
節
を
用
て
月
に
ハ
か
三
一
る
へ
か
ら
す
。
喩
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ウ
ケ
ツ

歳
の
内
の
立
春
な
れ
ハ
其
節
を
追
ふ
て
朦
月
翁
ハ
〉
に
春
の
日
数
を
積
り
て
耕
を

始
る
な
り
。
地
の
利
と
人
の
功
と
ハ
よ
く
回
る
と
い
へ
と
も
、
天
の
時
に
合
さ
れ

ば
苦
労
重
く
し
て
益
す
く
な
し
。
尤
南
北
の
違
ひ
山
川
の
勢
ひ
に
よ
り
寒
暖
の
か

　
ハ
り
有
て
、
其
所
く
の
よ
き
時
節
仕
覚
、
草
木
の
〈
芽
立
〉
目
当
も
あ
る
通
な

れ
ハ
一
偏
に
定
め
か
た
し
。
さ
れ
と
も
大
抵
定
り
た
る
中
分
の
法
を
立
て
、
時
を

見
合
年
々
の
心
覚
し
て
う
へ
蒔
す
へ
し
。
四
時
天
主
勤
有
。
時
節
二
格
別
先
立
て

う
ゆ
れ
は
早
過
て
生
せ
す
、
又
時
せ
つ
に
を
く
れ
て
盛
れ
ハ
辛
く
し
て
実
の
り
わ

る
し
。
物
に
よ
り
て
時
節
少
し
の
違
ひ
に
て
実
の
り
甚
少
き
事
な
れ
ハ
、
言
々
考

　
へ
は
か
る
へ
し
。
大
方
早
き
に
理
あ
り
。

…
凡
種
芸
の
事
に
ハ
、
四
季
、
八
節
、
二
十
四

節
を
考
て
四
季
ハ
春
夏
秋
冬
、
八
節
ハ
、
立
春
、
春

分
、
立
夏
、
夏
至
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至
也
其
時

日
に
を
く
れ
ず
時
分
く
に
耕
し
干
る
を
肝
要

と
す
る
な
り
。
四
季
八
節
を
用
て
、
月
に
ハ

か
x
ハ
る
べ
か
ら
ず
。
喩
バ
歳
の
内
の
立
春
な

れ
バ
其
節
を
追
て
、
臓
月
〈
れ
は
〉
に
春
の
耕
し

を
始
る
が
ご
と
し
。
地
の
利
と
人
の
功
と
ハ
よ

く
調
る
と
い
へ
ど
も
、
天
の
時
に
合
ざ
れ
バ
、

苦
労
空
し
く
し
て
益
す
く
な
し
。
尤
南
北
の
違

ひ
、
山
川
の
勢
に
よ
り
、
護
〈
さ
む
し
あ
た
玉
か
〉
の

か
ハ
り
有
て
、
其
所
々
の
よ
き
時
節
あ
る
事
な

れ
バ
、
一
偏
に
定
め
が
た
し
。
さ
れ
ど
も
太
抵

定
り
た
る
中
分
の
法
を
立
を
き
て
、
其
所
の
草

木
発
生
の
時
を
見
合
せ
、
年
々
の
心
覚
し
て
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
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一
五
穀
其
外
患
の
類
ハ
大
か
た
節
気
に
先
達
て
生
る
急
な
る
ゆ
へ
、
少
早
き
か
よ

し
。
若
男
は
か
ら
さ
る
さ
ハ
り
有
て
時
に
を
く
る
玉
垂
あ
ら
ハ
、
よ
き
塾
し
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ

分
陽
気
の
つ
よ
き
物
を
下
に
多
く
し
き
て
う
ゆ
れ
ハ
、
罷
業
こ
や
し
植
物
の
陽
気

を
庵
る
ゆ
へ
に
早
く
生
成
し
、
大
か
た
ミ
の
り
よ
き
も
の
な
り
。
萬
の
物
其
時
書

く
の
気
を
得
て
発
生
す
る
ゆ
へ
、
そ
れ
く
の
物
生
る
時
分
を
よ
く
は
か
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヤ
　
　
　
ツ
チ
カ

己
に
生
せ
ん
と
す
る
時
う
え
、
己
に
さ
か
へ
ん
と
す
る
時
平
し
培
ひ
、
段
々
手

入
を
用
れ
ハ
、
天
地
の
生
理
に
よ
く
か
な
ふ
ゆ
へ
豊
年
に
ハ
云
に
及
ハ
す
、
少
し

の
凶
年
に
て
も
万
の
難
く
せ
す
く
な
く
、
災
を
の
か
れ
て
秋
の
ミ
の
り
空
し
き
こ

と
ハ
な
き
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

へ
蒔
べ
し
。
四
時
〈
し
き
〉
各
其
つ
と
め
あ
り
．
＋

ニ
ケ
月
を
の
く
宜
し
き
あ
り
。
時
節
に
先
立

て
う
ゆ
れ
バ
早
過
て
生
ぜ
ず
。
又
時
節
に
を
く

れ
て
種
れ
パ
晩
く
し
て
実
の
り
う
す
し
。
物
に

よ
り
て
、
時
節
少
の
違
ひ
に
て
、
其
実
の
り
甚

少
き
事
な
れ
バ
、
能
々
考
は
か
る
べ
し
。
智
者

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
冬
う
へ
て
春
収
る
事
ハ
な

ら
ざ
る
も
の
な
り
。
　
（
七
九
～
八
○
ペ
ー
ジ
）

○
又
五
穀
其
外
記
の
類
ハ
、
大
か
た
節
気
に
先

立
て
生
ず
る
物
な
る
ゆ
へ
、
少
早
ま
き
で
ハ
よ

し
。
を
そ
き
に
損
多
し
。
若
又
は
か
ら
ざ
る
さ

ハ
り
有
て
、
や
む
事
を
得
ず
し
て
、
時
に
を
く

る
x
事
あ
ら
バ
、
よ
き
寒
し
の
取
分
陽
気
の
つ

よ
き
物
を
下
に
多
く
し
き
て
う
ゆ
れ
。
ハ
、
則
其

こ
や
し
、
う
へ
物
の
陽
気
を
助
る
ゆ
へ
、
早
く

生
長
し
、
少
し
時
に
を
く
れ
て
も
、
大
か
た
の

ミ
の
り
ハ
す
る
も
の
な
り
。
　
（
八
○
ペ
ー
ジ
）

○
又
万
の
物
其
時
分
く
の
気
を
得
て
発
生
す
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る
麟
へ
、
そ
れ
く
の
物
の
生
ず
る
時
分
を
よ

く
は
か
り
て
、
巳
に
生
ぜ
ん
と
す
る
時
う
へ
、

巳
に
さ
か
へ
ん
と
す
る
時
、
糞
し
培
ひ
、
段
々

次
第
、
時
に
よ
っ
て
手
入
を
用
れ
バ
、
天
地
の

生
理
に
よ
く
か
な
ふ
ゆ
へ
、
豊
年
に
ハ
云
に
及

ハ
ず
、
少
々
の
凶
年
に
て
も
、
万
の
難
く
せ
す

く
な
く
、
災
を
の
が
れ
て
、
秋
の
ミ
の
り
空
し

き
こ
と
ハ
な
き
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
○
～
八
一
ペ
ー
ジ
）

一
音
て
蒔
物
ハ
午
麓
〉
の
戸
前
宜
し
。
蒔
た
る
土
の
其
日
か
ハ
く
を
よ
し
と
す
。

よ
り
前
回
陽
気
も
盛
ん
な
れ
ハ
な
り
。

昼

…
一
日
の
内
と
い
へ
ど
も
蒔
物
ハ
午
の
前
宜

し
。
蒔
た
る
土
の
其
日
か
ハ
く
を
よ
し
と
す
。

昼
よ
り
前
ハ
陽
気
も
さ
か
ん
な
れ
バ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
一
ペ
ー
ジ
）

一！74一
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サ
イ一

菜
愈
サ
〉
類
稗
荏
子
な
と
の
苗
を
外
へ
移
し
う
ゆ
る
物
ハ
午
盒
〉
の
後
よ
し
。
其

ゆ
ヘ
ハ
う
へ
て
後
日
か
け
和
ら
ぎ
て
痛
ま
す
、
頓
て
夜
気
を
得
て
夜
の
間
に
も
生

付
も
の
な
り
。
取
分
曇
り
た
る
日
雨
を
待
て
ハ
猶
々
よ
し
。
物
に
よ
り
て
月
か
し

ら
に
遡
る
物
多
し
。
是
に
陰
陽
の
み
ち
か
け
一
日
一
時
の
違
に
て
目
に
は
さ
や
か

○
又
菜
〈
や
さ
い
〉
な
ど
の
苗
を
仕
立
を
き
、
時
至

り
て
移
し
う
ゆ
る
物
ハ
、
午
の
後
よ
し
。
其
ゆ

ヘ
ハ
、
う
へ
て
後
日
か
げ
和
ら
ぎ
て
痛
ま
ず
。

頓
て
又
夜
気
を
得
て
、
夜
の
間
に
も
立
付
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）



原本による翻刻　173徳山敬猛『農業子孫養育草』（文政九年）

に
見
え
ね
と
も
、
皆
以
盛
衰
あ
る
こ
と
莫
．
太
な
れ
ハ
、
種
蒔
も
の
ハ
片
時
も
早
く

油
断
せ
す
、
又
刈
逸
る
物
上
少
し
遅
く
よ
く
実
の
る
を
待
得
て
刈
と
る
へ
し
。
但

し
そ
は
煙
草
粟
な
と
の
類
ハ
少
し
早
き
も
よ
し
。
年
中
辛
労
し
て
作
り
、
一
夜
の

風
雨
霜
嵐
に
損
毛
す
る
事
計
か
た
し
、
是
則
十
分
な
れ
ハ
こ
ほ
る
x
道
理
を
兼
て

心
得
へ
し
。

一
前
条
に
も
出
る
こ
と
く
農
人
ハ
常
に
暦
を
見
て
土
用
入
専
節
か
ハ
り
を
考
へ
風
雨

ホ
の
変
あ
ら
ん
こ
と
を
心
に
か
く
へ
し
。
必
節
の
替
り
に
ハ
晴
天
も
見
る
中
に
替

る
事
有
も
の
な
れ
ハ
、
朝
夕
其
心
得
手
配
り
を
よ
く
し
て
、
諸
節
か
わ
り
の
妨
を

も
因
る
x
覚
悟
す
へ
し
。

一
心
て
事
を
前
に
定
る
工
夫
ハ
農
事
に
限
ら
ね
と
も
、
農
人
ハ
取
分
心
を
用
ゆ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
り
。
取
分
雨
気
曇
り
た
る
臼
猶
よ
し
。
四
物

一
三
日
よ
し
．
又
物
に
よ
り
て
、
月
半
〈
か
つ
艦
〉

よ
り
前
、
月
の
初
、
め
に
種
る
物
多
し
。
宴
に
陰

陽
の
み
ち
か
け
、
　
一
日
｝
時
の
違
に
て
、
目
に

ハ
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
、
皆
以
て
盛
衰

〈さ

ﾆ
ろ
へ
〉
あ
る
・
と
、
莫
大
な
れ
バ
、
種
蒔

物
ハ
片
時
も
早
く
由
断
せ
ず
、
又
刈
収
る
物

ハ
、
少
し
遅
く
よ
く
実
る
を
待
得
て
刈
と
る
べ

し
。
但
物
に
よ
り
て
、
大
風
森
雨
の
見
合
、
是

又
肝
要
也
。
　
　
　
　
（
八
一
～
八
ニ
ペ
ー
ジ
）

○
又
農
人
ハ
つ
ね
に
暦
を
見
て
、
土
用
八
専
、

其
外
節
気
の
か
ハ
り
を
考
へ
、
風
雨
等
の
変
あ

ら
ん
こ
と
を
心
に
か
く
べ
し
。
二
身
の
か
ハ
り

に
は
、
晴
天
も
見
る
中
に
か
ハ
る
物
な
れ
バ
、

朝
夕
つ
と
め
の
品
手
く
。
ハ
り
を
、
閨
の
中
に
て

よ
く
お
も
ん
バ
か
り
、
彼
節
が
ハ
り
の
妨
を
も

の
が
る
玉
覚
悟
兼
て
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
ニ
ペ
ー
ジ
）

○
抑
事
を
前
に
定
る
工
夫
ハ
、
農
事
に
ハ
限
ら

一173一
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し
。
天
気
の
考
へ
を
疎
に
し
ぬ
れ
ハ
一
時
の
風
雨
に
数
月
の
苦
労
を
空
し
く
す
る

　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
エ
む
　
　
　
　
　
　
　

を
く
る
ユ

こ
と
問
多
し
。
必
油
断
す
へ
か
ら
す
。
物
こ
と
進
ハ
陽
な
り
、
　
後
幅
陰
な
り
。

　
　
　
ぐ
ん

農
業
も
軍
隊
く
〉
事
に
か
ハ
る
こ
と
な
し
。
す
玉
ま
さ
れ
ハ
勝
利
少
な
し
。
日
月

の
草
木
国
土
を
照
し
給
ひ
、
嘱
す
る
間
も
滞
た
ゆ
ミ
な
き
理
り
を
目
当
と
し
て
寸

陰
も
怠
る
へ
か
ら
す
、
殊
に
耕
作
種
芸
の
事
一
直
に
天
道
の
福
を
い
の
る
事
な
れ

ハ
、
心
ゆ
る
み
怠
り
て
朝
も
日
に
を
く
れ
て
起
、
大
切
至
極
の
光
陰
を
弁
へ
す
、

け
　
ふ

今
日
の
又
な
き
遺
教
抄
に
古
人
一
日
を
過
す
事
千
金
よ
り
重
し
と
事
を
ハ
う
ち
忘
れ
て

農
業
を
油
断
が
ち
に
勤
め
ぬ
れ
ハ
、
讐
ハ
一
日
に
一
時
つ
x
不
足
し
て
も
「
年
に

ハ
三
百
六
拾
時
也
、
合
て
見
れ
ハ
六
十
日
の
違
に
な
る
、
三
ケ
年
三
二
怠
れ
ハ
半

年
の
働
不
足
と
成
る
也
。
又
是
を
一
時
つ
ふ
励
て
下
る
時
ハ
三
ケ
年
に
ハ
ー
ケ
年
の
余
慶
と

成
、
如
此
出
精
す
れ
ハ
家
富
栄
へ
子
孫
相
続
疑
な
し
。
是
を
年
々
積
れ
ハ
困
窮
の
基
ひ
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
せ

道
の
恵
に
も
れ
、
い
っ
と
な
く
田
畠
も
瘡
あ
れ
終
に
は
先
祖
よ
り
代
々
心
労
し
て

来
た
る
家
督
を
失
ひ
家
内
春
断
ち
り
く
に
な
る
類
ひ
世
間
に
多
し
。
乱
曲
心
あ

ら
ん
農
民
ハ
年
頭
の
う
れ
へ
を
思
ひ
て
、
天
の
時
に
随
ひ
一
寸
の
光
陰
を
も
大
切

に
お
し
ミ
て
農
業
を
大
切
に
勤
怠
る
事
な
か
れ
。

ね
ど
も
、
農
人
ハ
取
分
心
を
用
ゆ
べ
し
。
天
気

の
考
へ
を
疎
か
に
し
ぬ
れ
ば
、
一
時
の
風
雨

〈か

ｺ
あ
め
〉
に
よ
り
、
数
月
の
苦
労
を
忽
に
空
し
く

す
る
こ
と
間
多
し
。
か
な
ら
ず
二
二
す
べ
か
ら

ず
。
物
ご
と
進
は
陽
な
り
。
後
ハ
陰
な
り
。
農

業
も
軍
事
愈
く
〉
に
か
ハ
る
こ
と
な
し
．
す
・

ま
ざ
れ
バ
勝
利
〈
か
っ
こ
と
〉
少
し
．
日
月
の
天
に
め

ぐ
り
て
、
瞬
す
る
問
も
滞
た
ゆ
ミ
な
き
理
り
を

目
当
と
し
て
、
寸
陰
も
怠
る
べ
か
ら
ず
。
殊
に

耕
作
種
芸
〈
う
え
ま
く
〉
の
事
ハ
、
直
に
天
道
の
福
を

専
い
の
る
事
な
れ
。
ハ
、
怠
瀬
し
て
、
朝
も
日
に

を
く
れ
て
起
、
大
切
至
極
な
る
光
陰
を
わ
き
ま

へ
ず
、
今
日
の
日
の
又
な
き
理
り
を
バ
う
ち
わ

す
れ
て
、
偏
に
怠
り
が
ち
に
、
不
浄
な
る
気
立

に
て
、
農
業
を
い
と
な
め
バ
、
其
心
違
へ
る
を

以
て
、
天
道
の
め
ぐ
ミ
に
も
れ
、
い
っ
と
な

く
、
田
畠
も
瘡
あ
れ
、
年
を
へ
、
月
を
か
さ

ね
．
災
い
や
ま
し
、
肇
〈
う
へ
こ
ぼ
へ
〉
の
う
れ
へ

に
せ
ま
り
、
後
々
ハ
父
子
夫
婦
も
は
な
れ
ぐ

に
な
り
、
終
に
人
つ
か
れ
ハ
れ
の
身
と
お
ち
ぶ

（
1
8
）
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一
耕
作
ハ
天
地
の
恵
に
て
そ
た
つ
も
の
ゆ
へ
年
中
陰
陽
の
考
第
｝
な
り
。
夫
陰
陽
の

理
り
ハ
至
て
深
し
と
い
へ
と
も
、
耕
作
に
用
る
的
野
至
心
を
付
ぬ
れ
ハ
さ
と
り
安

し
。
農
人
こ
れ
を
知
ら
す
ん
ハ
あ
る
へ
か
ら
す
。
其
利
を
よ
く
弁
へ
て
耕
作
を
勤

れ
ハ
利
潤
多
し
。
先
昼
ハ
陽
、
夜
ハ
陰
な
り
。
火
ハ
陽
、
水
回
陰
、
土
の
乾
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ

　
ハ
陽
、
し
め
り
た
る
ハ
陰
、
ね
は
り
か
た
ま
り
た
る
も
陰
、
脆
く
さ
ハ
や
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ
ラ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
い

　
ハ
陽
、
か
る
く
し
て
柔
．
過
ぎ
た
る
浮
運
命
剣
〉
の
類
ハ
陰
な
り
。
重
く
強
く
は

た
く
る
ハ
陽
な
り
。
此
ホ
の
類
を
考
へ
土
地
の
心
を
知
る
へ
し
。
仮
初
に
も
陰
気

の
陽
気
に
勝
さ
る
や
う
二
分
別
し
て
陽
と
陰
と
順
に
よ
く
調
ふ
計
を
専
と
す
へ

し
。
此
段
陰
気
の
陽
気
に
勝
さ
る
や
う
に
分
別
せ
よ
と
あ
り
。
警
ハ
天
地
の
陰
陽
不
順
な
れ
ハ
世

　
　
ワ
ザ
門

中
に
映
ひ
あ
り
、
人
の
陰
陽
不
順
な
れ
ハ
身
に
病
あ
り
、
又
朝
寝
し
て
遅
く
起
れ
ハ
其
身
の
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ロ
ボ

気
か
ち
て
陽
気
を
ふ
さ
く
ゆ
へ
、
年
月
を
積
り
忽
病
ひ
生
し
、
家
業
怠
る
と
家
を
滅
す
な
り
。
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

れ
、
貧
苦
の
か
な
し
ミ
や
む
時
な
し
。
然
れ
バ

心
あ
ら
ん
農
民
ハ
、
必
後
の
う
れ
へ
を
思
ひ

て
、
あ
ら
か
じ
め
、
ふ
せ
ぐ
べ
し
。
天
の
時
に

し
た
が
ひ
、
一
寸
の
光
陰
〈
い
と
ま
〉
を
も
大
切
に

お
し
み
て
、
農
業
に
身
を
投
ち
、
心
を
用
る
こ

と
慎
で
お
こ
た
る
事
な
か
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
二
～
八
四
ペ
ー
ジ
）

…
夫
陰
陽
の
理
り
ハ
至
て
深
し
と
い
へ
ど
も
、

耕
作
に
用
ゆ
る
所
ハ
、
其
心
を
付
ぬ
れ
ば
さ
と

り
や
す
し
。
農
人
こ
れ
を
し
ら
ず
ハ
あ
る
べ
か

ら
ず
。
其
理
り
を
わ
き
ま
へ
ず
し
て
耕
作
を
つ

と
む
る
ハ
、
多
く
の
苦
労
を
な
す
と
い
へ
ど

も
、
．
利
潤
を
得
る
事
少
な
し
。
先
土
の
し
め
り

た
る
一
二
な
り
。
乾
き
た
る
ハ
陽
な
り
。
ね
バ

り
か
た
ま
り
た
る
ハ
陰
な
り
。
脆
く
、
さ
ハ
や

か
な
る
ハ
陽
な
り
。
か
る
く
し
て
柔
か
過
た
る

浮
泥
〈
は
い
つ
ち
〉
の
類
ハ
陰
な
り
．
重
く
強
く
は

ら
エ
ぐ
類
は
陽
な
り
。
此
等
の
類
を
を
し
は
か

一171一
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ホ
ロ
ボ

男
に
読
図
す
る
女
と
女
の
差
図
を
請
ル
男
ハ
陰
陽
逆
す
る
ゆ
へ
に
終
に
一
家
を
滅
す
事
古
今
其

た
め
し
少
ナ
か
ら
す
。
孔
子
も
女
子
と
小
人
と
ハ
や
し
な
ひ
か
た
し
と
の
給
ふ
。
○
耕
作
に
ハ

多
く
の
心
得
あ
り
。
先
我
身
の
分
限
を
よ
く
く
は
か
り
て
田
畠
を
作
る
へ
し
。

二
三
分
際
よ
り
内
。
ハ
な
る
を
よ
し
と
す
。
其
分
に
過
る
を
甚
あ
し
x
と
す
。
こ
の

ゆ
へ
に
家
内
の
人
数
を
計
り
て
田
畠
を
少
し
う
ち
ハ
に
作
る
へ
し
。
さ
す
れ
は
心

の
ま
x
に
耕
し
く
さ
き
る
ゆ
へ
に
、
三
三
の
り
て
取
お
さ
め
よ
き
も
の
な
り
。
又

分
外
に
多
く
作
る
と
き
ハ
手
廻
し
成
か
ね
あ
ぐ
み
仕
事
手
後
レ
思
ひ
の
書
取
収
て

物
成
あ
し
き
も
の
な
り
。
第
一
家
内
の
働
に
よ
る
事
な
れ
ハ
、
家
族
ハ
云
ふ
に
及

す
下
男
女
迄
情
を
か
け
賞
翫
を
正
し
、
仕
事
の
出
来
よ
き
時
ハ
誉
、
又
出
来
の
あ

　
　
　
　
し
か

し
き
日
も
呵
ら
す
、
扱
て
に
ハ
仕
事
の
て
き
少
し
よ
ろ
し
か
ら
ね
と
も
、
か
様
の

時
ハ
何
ン
そ
差
支
心
遣
ひ
な
と
あ
り
、
却
て
皆
々
精
力
を
尽
し
嚥
草
臥
つ
ら
ん
と

な
ぐ
り
畳
込
申
。
此
段
か
く
へ
っ
仕
方
あ
し
く
心
得
か
た
き
事
も
あ
ら
ば
、
其
日
の
人
数
書
留

置
、
人
の
善
悪
を
考
へ
、
其
中
に
て
実
意
成
も
の
を
改
、
追
て
内
々
聞
糺
と
き
ハ
善
悪
虚
実
分
明

に
知
る
事
も
あ
り
、
其
上
に
て
人
の
遣
ひ
や
う
あ
り
。
然
共
主
人
た
る
も
の
ハ
日
々
夜
々
心
を
付

作
場
へ
趣
、
召
使
の
者
へ
下
知
を
成
す
へ
し
。
内
に
斗
り
居
て
ハ
仕
事
の
進
退
し
れ
る
も
の
に
あ

ら
す
、
代
々
下
人
と
共
二
農
事
を
勤
可
申
肝
要
な
り
。
是
天
理
に
も
叶
ふ
て
順
な
り
。
万
事
順
成

則
ハ
福
有
、
逆
成
劫
ハ
禍
有
と
思
ふ
へ
し
。
又
折
々
藤
下
男
女
に
も
魚
肉
な
と
あ
た
へ
浮

世
の
物
語
な
と
し
て
興
し
、
扱
其
方
共
も
只
今
手
前
か
仕
事
を
出
精
し
て
く
れ
る

と
ハ
い
ふ
も
の
x
、
給
銀
賃
銭
を
取
か
ら
ハ
則
我
身
の
仕
事
を
す
る
と
心
得
、

り
て
、
土
地
の
心
を
し
る
べ
し
。
仮
初
に
も
陰

気
の
陽
気
に
勝
ざ
る
や
う
に
分
別
し
、
陰
陽
の

よ
く
調
る
計
を
専
と
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
八
～
四
九
ペ
ー
ジ
）

…
抑
耕
作
に
ハ
多
く
の
心
得
あ
り
、
先
農
人
た

る
も
の
ハ
、
我
身
上
の
分
限
を
よ
く
は
か
り
て

田
畠
を
作
る
べ
し
。
各
其
分
際
よ
り
内
。
ハ
な
る

を
以
て
よ
し
と
し
、
其
分
に
過
る
を
以
て
甚
あ

し
x
と
す
。
　
　
　
　
（
四
七
～
四
八
ペ
ー
ジ
）

…
多
少
〈
お
ほ
き
も
す
く
な
く
も
〉
下
人
を
つ
か
ふ
も
の

ハ
、
心
を
ね
ん
ご
ろ
、
に
用
ひ
て
、
仁
愛
を
専
と

し
、
正
直
信
実
を
本
と
し
、
善
悪
を
わ
か
ち
、
賞

罰
を
正
し
く
し
て
、
己
を
和
悦
〈
や
ハ
ら
ぎ
ょ
ろ
こ
ば
し
く
〉

に
心
よ
く
し
て
人
を
つ
か
ヘ
バ
、
下
人
も
又
、

心
い
さ
ミ
苦
労
を
わ
す
れ
て
つ
と
む
る
ゆ
へ
、

其
仕
事
の
は
か
ゆ
く
の
ミ
な
ら
ず
、
五
穀
等
の

生
成
も
自
ら
滞
ら
ず
、
よ
く
長
じ
よ
く
実
の
る

も
の
な
り
。
　
　
　
（
四
九
～
五
こ
口
ー
ジ
）

（
2
0
）
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常
々
正
直
信
実
に
無
間
断
勤
れ
ハ
必
天
の
御
盃
あ
り
て
後
々
福
ひ
来
る
と
い
ふ
事

を
念
頭
に
教
れ
ハ
、
皆
い
さ
ミ
て
辛
労
を
も
こ
ら
へ
、
か
け
お
も
て
な
く
働
く
ゆ

へ
仕
事
の
は
か
ゆ
き
お
の
つ
と
五
穀
よ
く
成
長
す
る
や
う
に
成
も
の
也
。
遺
教
抄

第
二
巻
に
㎜
年
の
計
ハ
春
耕
に
あ
り
、
春
耕
さ
れ
副
署
の
功
な
し
、
一
日
の
計
ハ

鶏
鳴
に
あ
り
、
是
を
能
々
考
へ
明
日
の
業
ハ
前
夜
よ
り
工
夫
を
定
め
暁
方
起
て
天

気
の
晴
雨
を
よ
く
見
定
手
配
す
へ
し
。
前
条
に
述
る
こ
と
く
一
日
に
一
時
つ
x
と

い
へ
と
も
増
と
減
と
の
違
に
て
ハ
莫
太
の
損
益
な
れ
ハ
、
一
日
に
一
時
つ
x
働
出

す
事
を
家
風
と
す
れ
ハ
、
塵
積
り
て
山
と
な
る
理
合
て
天
地
の
道
に
合
ふ
ゆ
へ

に
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
祈
禧
も
な
く
、
諺
に
か
せ
く
に
追
付
尊
書
な
し
と
い
ふ
こ

と
く
、
を
の
つ
か
ら
耕
作
よ
く
実
の
り
其
年
の
暮
豊
に
し
て
又
来
ル
年
も
装
画
、

仕
馴
仕
来
家
法
と
成
、
次
第
に
家
栄
へ
子
孫
長
久
な
る
へ
し
。
然
則
ハ
先
祖
へ
孝

と
な
り
子
孫
ヘ
ハ
慈
愛
と
成
、
其
身
も
安
楽
に
て
年
寄
ル
ほ
と
富
貴
に
な
り
、
家

督
ハ
子
に
譲
り
楽
隠
居
の
た
の
し
ミ
此
う
へ
あ
る
へ
か
ら
す
。

｝
百
姓
ハ
農
具
を
撰
ら
み
て
遣
ふ
へ
し
。
農
人
精
力
を
尽
す
と
い
へ
と
も
農
具
あ
し

け
れ
ハ
仕
事
の
し
る
し
な
き
も
の
な
り
。
少
し
の
費
を
い
と
ハ
す
か
ね
な
と
よ
き

を
調
へ
用
ゆ
れ
ハ
、
思
の
外
仕
事
の
は
か
ゆ
き
て
益
多
し
。
鎌
ハ
猶
以
よ
き
を
つ

か
ふ
へ
し
。
零
墨
一
年
備
州
を
刈
て
翌
年
山
草
を
か
る
や
う
に
年
々
心
掛
て
よ

し
。

（
2
1
）

　
又
古
語
に
も
い
へ
る
ご
と
く
、
一
年
の
計
ハ

春
の
耕
に
あ
り
、
百
の
計
量
鳴
〈
よ
る
の
ハ
ツ
〉

に
あ
る
事
な
れ
ば
、
未
明
よ
り
起
て
早
朝
陽
気

に
つ
れ
て
、
田
畠
に
出
て
動
く
べ
し
。
星
明
る

日
の
仕
事
を
則
前
夜
よ
り
考
へ
定
め
お
き
、
暁

方
お
き
て
天
気
の
晴
雨
を
よ
く
見
ハ
か
り
て
、

猶
其
日
の
手
く
バ
り
を
定
む
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
ペ
ー
ジ
）

○
惣
じ
て
農
具
を
ゑ
ら
び
、
そ
れ
く
の
土
地

に
随
て
宜
き
を
用
ゆ
べ
し
。
　
（
六
七
ペ
ー
ジ
）

…
農
具
の
類
あ
し
け
れ
バ
、
農
人
精
力
を
尽
す

と
い
へ
ど
も
、
仕
事
の
し
る
し
ハ
な
き
物
な

り
。
必
少
の
つ
い
へ
を
い
と
ハ
ず
し
て
、
か
ね
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よ
き
農
具
を
用
意
し
、
思
ひ
の
ま
x
に
は
た
ら

く
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
五
一
ペ
ー
ジ
）

一
農
業
ハ
牛
（
悪
症
の
牛
又
は
高
値
の
牛
求
へ
か
ら
す
、
中
く
ら
い
よ
し
）
の
よ
し

あ
し
に
て
益
不
益
有
、
又
牛
の
飼
や
う
甚
大
事
な
り
。
其
家
主
た
る
も
の
大
家
小

・
家
共
牛
を
大
切
に
す
へ
し
。
下
人
ま
か
せ
に
す
へ
か
ら
す
。
先
此
辺
に
て
ハ
山
野

の
草
ハ
申
及
す
、
年
中
の
糠
類
、
藁
、
大
小
豆
の
か
ら
、
稗
粟
の
か
ら
切
こ
し
ら

　
へ
、
ぬ
か
の
交
り
け
ん
縄
手
草
ハ
〈
牛
の
喰
ぬ
草
類
也
〉
あ
し
き
草
を
除
ケ
て

干
、
又
麦
刈
の
時
を
考
へ
、
扱
水
の
飼
や
う
朝
夕
四
季
の
か
け
ん
有
夏
土
用
中
幅
昼

　
　
　
　
　
　
　
た
な
も
と

水
呑
て
よ
し
白
水
棚
下
の
洗
水
ホ
猶
以
て
冬
春
の
飼
料
別
て
大
事
な
り
。
春
の
牛

や
せ
た
る
家
ハ
必
身
上
あ
し
き
も
の
也
。
牛
ハ
其
家
の
妻
女
た
る
者
飼
や
う
心
掛
へ
し
、

男
た
る
も
の
ハ
外
ト
へ
出
る
も
の
ゆ
へ
行
届
ぬ
事
あ
り
。

一168一
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一
田
畠
ハ
年
々
に
土
地
を
や
す
め
て
作
る
を
よ
し
と
す
。
然
共
地
余
慶
な
く
て
ハ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ

ゆ
る
事
な
ら
す
ハ
、
植
も
の
を
か
へ
て
作
る
へ
し
。
毎
年
一
種
を
作
る
へ
か
ら

す
。
所
に
よ
り
水
田
な
と
一
年
休
め
又
ハ
畠
と
な
し
作
れ
ハ
土
の
気
転
し
て
さ
か

ん
に
な
り
、
虫
気
も
な
く
実
の
り
～
倍
も
あ
る
物
と
か
や
。
此
辺
に
て
田
は
こ
地

の
跡
稲
の
よ
く
出
来
る
理
り
な
る
へ
し
。
凡
土
ハ
転
し
か
ゆ
れ
ハ
陽
気
多
く
、
執

回
す
れ
ハ
陰
気
お
ほ
し
と
心
得
へ
し
。
晴
た
る
日
に
耕
し
其
土
白
く
干
た
る
時
か

…
又
田
畠
ハ
年
々
に
か
へ
、
地
を
や
す
め
て
作

る
を
よ
し
と
す
。
し
か
れ
ど
も
地
の
余
計
な
く

て
、
か
ゆ
る
事
の
な
ら
ざ
る
ハ
、
う
ゑ
物
を
か

へ
て
作
る
へ
し
。
所
に
よ
り
水
田
を
一
、
二
年

も
畠
と
な
し
作
れ
バ
、
土
の
気
、
転
じ
て
さ
か

ん
に
な
り
、
草
生
ぜ
ず
虫
気
も
な
く
、
実
の
り

（
2
2
）
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き
く
た
き
て
よ
し
、

し
。

耕
し
う
ゆ
る
事
ご
と
に
陰
陽
を
調
て
天
地
の
徳
を
た
す
く
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
ふ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

一
種
子
も
の
ハ
五
穀
に
限
ら
す
種
を
ゑ
ら
ふ
事
肝
要
也
。
是
生
物
〈
し
や
う
す
る
も
の
〉
の
根

け
ん源

食
〉
則
生
理
其
中
に
あ
る
事
な
れ
四
阿
て
大
切
に
す
へ
き
事
也
。
作
物
語
も
せ

す
よ
き
程
に
出
来
て
虫
気
の
痛
も
な
く
、
色
よ
く
う
る
ハ
し
き
を
常
の
か
り
し
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ほ

よ
り
猶
よ
く
熟
し
て
刈
取
稲
刈
雌
穂
を
見
わ
け
て
ゑ
り
ど
る
へ
し
。
左
の
図
を
見

て
考
ふ
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
テ
イ
シ
ソ
ノ
ウ
シ
　
　
　
　
　
エ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
イ
シ

　
古
今
原
ン
始
二
云
ク
、
炎
帝
神
農
氏
始
メ
テ
澤
ヒ
ニ
五
穀
ノ
種
ヲ
一
曲
テ
レ
民
二
作
テ
ニ
載
量

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
ム
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ソ

　
　
〈
ス
キ
〉
ヲ
一
三
耕
稼
セ
シ
ム
、
此
レ
カ
レ
農
ヲ
之
始
メ
ナ
リ
云
々
。
又
日
本
書
紀
神
代
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
コ
ン
テ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ウ
ツ
シ
キ
ア
ヲ
ヒ
ト
ク
サ
ヘ
キ
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ッ
チ
イ
キ

　
　
巻
二
云
ク
天
照
大
神
喜
レ
之
ヲ
日
ク
、
是
物
ノ
者
則
チ
顕
見
蒼
生
ノ
可
モ
ノ
ト
ニ
堅
魚
活

　
　
　
　
　
ス
ナ
ハ
チ
　
　
　
　
　
　
ア
ワ
ヒ
エ
ム
キ
　
　
　
　
　
シ
　
　
ハ
タ
ツ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ネ
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
ツ
モ
ノ

　
ニ
之
也
。
　
乃
　
〈
以
〉
二
粟
稗
麦
豆
一
、
為
二
陸
田
種
子
ト
一
、
以
レ
稲
ヲ
為
ス
ニ
水
田
種
子
ト

　
　
　
　
ヨ
テ
サ
タ
ム
　
ア
マ
ノ
ム
ヲ
　
　
キ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ネ
タ
ネ

　
　
｝
。
又
因
定
二
天
邑
〈
君
ヲ
〉
一
（
今
地
頭
庄
屋
類
也
）
。
即
チ
以
テ
ニ
稲
種
ヲ
一
始
メ
テ

　
　
ゥ
フ
　
　
　
ア
マ
ノ
サ
サ
タ
　
　
　

ナ
カ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ
ホ
ヤ
ツ
カ
ニ
ッ
ナ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
ツ

　
　
植
二
干
天
狭
田
及
ヒ
長
田
二
一
、
其
ノ
秋
ノ
垂
穎
八
握
莫
々
然
モ
甚
タ
快
活
ト
ア
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

一
倍
も
あ
る
物
な
り
。
　
　
　
（
四
八
ペ
ー
ジ
）

…
凡
土
ハ
転
じ
か
ゆ
れ
バ
陽
気
多
く
、
又
執
卜

す
れ
バ
陰
気
お
ほ
し
。
　
　
　
（
四
八
ペ
ー
ジ
）

…
晴
た
る
日
に
耕
し
、
共
土
白
く
干
た
る
時
か

き
く
だ
き
、
…
。
農
人
よ
く
此
理
り
を
弁
へ
、

凡
耕
し
う
ゆ
る
事
ご
と
に
、
皆
陰
陽
を
調
て
、

天
地
の
徳
を
た
す
く
べ
し
。
　
（
四
九
ペ
ー
ジ
）

　
五
穀
に
か
ぎ
ら
ず
、
万
つ
の
物
、
た
ね
を
ゑ

ら
ぶ
事
肝
要
な
り
。
是
生
物
〈
し
や
う
す
る
も
の
〉
の
根

源
〈
も
と
〉
に
て
、
則
生
理
〈
上
津
曙
〉
其
中
に

あ
る
事
な
れ
。
ハ
、
慎
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と
な

り
。
作
り
物
の
過
も
せ
ず
、
よ
き
程
に
出
来

て
、
虫
気
の
痛
も
な
く
、
色
よ
く
う
る
ハ
し
き

を
、
常
の
か
り
し
ほ
よ
り
猶
よ
く
熟
し
て
刈

取
、
雌
穂
を
見
分
て
ゑ
り
と
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
九
ペ
ー
ジ
）
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右
に
述
ル
こ
と
く
稲
種
を
取
ニ
ハ
、
中
分
の
よ
く
実
入
う
る
ハ
し
き
を
見
立
、
其
田
ヲ
い
く
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ツ

も
改
、
交
り
い
ね
、
枯
穂
、
ひ
へ
、
（
男
苗
穂
）
な
と
を
悉
取
り
、
其
後
よ
く
熟
し
て
刈
、
別
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヨ

干
て
こ
ぎ
、
毛
い
ね
な
ら
バ
そ
ろ
く
打
よ
く
ひ
さ
び
ヲ
し
て
俵
に
入
置
べ
し
。
種
籾
を
強
く

う
つ
へ
か
ら
す
。

種
籾
撰
方
図

．
武
ス
エ
夢
甕

灘
騨
遷

琉
ジ
　
　
是
ハ
上
々
穂
と
い

〔㎎

?
@
　
ふ
て
末
三
分
一
ヨ

羅
　
・
半
迄
・
生
育

　
リ
ノ

　
　
　
　
籾
二
よ
し
心
を
付

轟
　
　
　
　
へ
し

峰
ス
エ

一166一
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右
ハ
苗
代
種
籾
の
ゑ
ら
み
方
に
よ
り
取
実
多
少
あ
り
、
此
事
由
中
国
新
川
郡
何
某
試
し
に
、
藁

一
束
に
凡
籾
五
合
程
つ
x
余
分
あ
り
。
さ
れ
ハ
田
壱
反
二
付
馬
米
里
斗
五
升
と
見
へ
る
。
一
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ナ
ミ

ニ
て
ハ
莫
太
の
益
な
り
。
扱
亦
同
国
蛎
波
郡
何
某
種
籾
を
ゑ
ら
み
し
時
、
穂
の
目
方
を
試
し

　
　
メ
ナ
ェ
ホ
　
　
ヲ
ナ
エ
ホ

に
、
女
苗
穂
ハ
男
苗
穂
よ
り
二
十
穂
に
て
凡
八
匁
程
つ
x
余
計
有
事
な
り
と
そ
、
斯
の
こ
と
く

（
2
4
）



徳山敬猛『農業子孫養育草』（文政九年）一原本による翻刻　165

益
あ
る
に
違
な
き
よ
し
。
加
州
金
沢
松
村
氏
よ
り
聞
け
り
。
因
て
農
家
へ
是
を
伝
ふ
。
文
化
十

四
丁
丑
年
四
月
　
濃
州
大
垣
深
造
舎
ト
ア
リ

右
ハ
文
政
四
辛
己
正
月
勝
山
松
毬
庵
予
か
耕
作
を
大
切
に
心
掛
ル
事
を
察
し
て
写
し
送
給
ふ
。

是
則
天
の
あ
た
へ
と
感
入
、
同
年
の
秋
よ
り
少
し
つ
x
女
苗
穂
を
ゑ
ら
ミ
け
る
に
書
取
実
よ

し
。
又
文
政
七
酉
年
正
月
伯
州
大
庄
屋
足
羽
氏
よ
り
蛮
行
に
し
て
方
々
へ
配
ラ
レ
ケ
ル
ヲ
白
髪

国
蔵
持
帰
り
引
合
候
所
右
同
文
言
な
り
。
依
て
種
積
帳
ニ
モ
書
入
置
也
。
誠
に
差
寄
へ
か
ら

す
。

一
粟
稗
の
類
ハ
其
畠
に
て
穂
ふ
と
く
色
よ
き
を
ぬ
き
穂
に
し
て
つ
り
置
へ
し
。

一
大
小
豆
の
類
ハ
粒
揃
ひ
て
色
つ
や
よ
き
を
種
と
す
へ
し
。

一
物
種
を
置
所
ハ
土
蔵
を
よ
し
と
す
。
さ
れ
と
も
湿
気
に
ふ
れ
さ
る
心
得
す
へ
し
。

一
惣
て
物
た
ね
ハ
よ
く
く
吟
味
し
て
少
し
損
し
た
る
を
も
う
ゆ
へ
か
ら
す
。
い
た

（
2
5
）

…
上
旬
黍
な
ど
の
類
ハ
、
管
毛
に
て
よ
く
秀
で

色
よ
き
を
ゑ
ら
び
、
ぬ
き
穂
に
し
て
つ
り
置
へ

し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
九
ペ
ー
ジ
）

…
物
だ
ね
を
お
さ
め
置
所
ハ
、
土
蔵
を
よ
し
と

す
。
さ
れ
と
も
湿
気
に
ふ
れ
ざ
る
心
得
す
べ

し
。
　
　
　
　
　
．
（
六
九
～
七
〇
ペ
ー
ジ
）

○
又
物
だ
ね
を
翁
ら
ぶ
事
㍉
…
能
吟
味
し
て
、
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ミ
た
る
種
ハ

の
な
り
。

一
旦
生
し
さ
か
へ
る
や
う
な
れ
と
も
、
終
に
ハ
か
し
け
て
か
れ
る
も

少
も
損
じ
た
る
を
ハ
必
う
ゆ
る
べ
か
ら
ず
。
少

に
て
も
痛
た
る
た
ね
ハ
、
　
一
旦
生
じ
由
る
や
う

な
れ
ど
も
、
終
に
か
じ
け
て
死
る
物
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
〇
ペ
ー
ジ
）

ま
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
つ
き
　
　
　
　
　
　
へ
り

一
病
り
た
る
た
ね
を
う
ゆ
へ
か
ら
す
。
　
春
て
多
く
減
て
も
し
ら
け
に
な
り
か
た

　
　
　
い
い
　
　
た
き

し
。
飯
に
炊
て
ハ
む
ら
に
へ
し
て
味
ま
て
あ
し
し
。
一
切
種
の
ゑ
ら
ひ
あ
し
け
れ

　
ハ
色
々
の
損
多
し
。
疎
に
す
へ
か
ら
す
。
惣
て
物
種
ハ
能
く
干
し
て
置
へ
し
。

一
い
ね
に
赤
米
零
雨
色
の
あ
し
き
米
の
雑
る
な
と
八
音
た
ね
の
ゑ
ら
み
あ
し
き
ゆ
へ

な
り
。
少
の
手
間
に
て
過
分
の
徳
用
と
な
る
こ
と
な
れ
ハ
、
作
人
た
る
も
の
よ
く

く
心
得
種
を
撰
へ
し
。

…
尤
雑
り
た
る
た
ね
を
う
ゆ
べ
か
ら
ず
。
春
て

多
く
減
て
も
し
ら
げ
に
な
り
が
た
し
。
羅
に
ハ

ま
じ
り
あ
り
て
、
見
つ
き
あ
し
く
、
飯
に
曾
て

は
む
ら
に
ゑ
し
て
、
味
ま
で
よ
か
ら
ず
。
物
ご

と
た
ね
の
ゑ
ら
ぴ
あ
し
け
れ
バ
、
色
々
の
損
多

し
。
懇
に
ゑ
ら
ぶ
べ
し
。
　
　
（
七
〇
ペ
ー
ジ
）

○
又
五
穀
の
種
を
よ
く
干
あ
げ
、
…
虫
の
付
事

な
き
も
の
な
り
。
　
　
（
七
〇
～
七
一
ペ
ー
ジ
）

○
又
稲
に
赤
米
其
外
祖
の
あ
し
き
米
の
雑
る
な

ど
ハ
、
多
く
ハ
、
其
た
ね
を
ゑ
ら
ぶ
事
委
し
か

ら
ざ
る
ゆ
へ
な
り
。
少
し
の
手
間
に
て
過
分
の

違
と
な
る
事
な
れ
バ
、
作
人
た
る
も
の
つ
N
し

み
て
ゑ
ら
ぶ
へ
き
事
也
。
　
　
（
七
ニ
ペ
ー
ジ
）
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く
さ

一
耕
作
ハ
｝
種
〈
シ
ナ
〉
物
を
作
り
て
ハ
あ
し
き
も
の
な
り
と
老
人
の
咄
を
聞
伝
ふ
。
よ

く
作
り
あ
た
れ
ハ
大
利
を
得
る
と
い
へ
と
も
、
年
に
よ
り
天
気
の
不
順
に
て
其
一

品
の
作
あ
し
き
下
顎
迷
惑
に
及
ふ
も
の
な
り
。
只
数
々
作
れ
ハ
あ
し
き
作
あ
り
て

も
、
又
よ
き
も
の
あ
り
。
大
切
に
心
得
へ
し
。
此
段
兼
て
聞
覚
た
る
事
な
れ
と
も
時
々
流

行
の
稲
有
り
、
其
種
を
専
ら
に
作
れ
ハ
、
苗
代
田
う
へ
刈
揚
ホ
の
勝
手
よ
き
も
の
ゆ
ヘ
一
種
の
稲

を
多
く
作
る
も
の
也
。
然
に
今
年
文
政
八
酉
年
三
土
用
干
迄
ハ
一
統
豊
年
な
ら
ん
と
悦
ふ
処
、
土

用
明
の
頃
よ
り
北
風
十
日
斗
吹
、
俄
に
冷
気
強
く
、
其
風
に
あ
ふ
た
る
稲
不
熟
多
し
。
或
ハ
竹
藪

家
陰
谷
の
そ
む
け
に
よ
り
て
風
を
よ
け
た
る
所
ハ
実
入
よ
し
。
さ
あ
れ
ハ
農
民
た
る
も
の
常
々
此

心
得
あ
る
へ
し
。
右
悪
風
に
て
忽
天
地
の
陰
陽
不
順
に
な
り
作
り
て
不
熟
と
成
り
し
ハ
天
災
な

　
り
。
恐
る
へ
し
く
。

一
春
の
耕
ハ
冬
至
よ
り
五
十
五
日
に
あ
た
る
頃
菖
蒲
の
初
て
芽
だ
つ
を
見
て
菖
蒲
ハ

百
草
に
先
立
て
生
る
も
の
な
る
よ
し
耕
し
弄
る
も
の
と
古
書
に
見
へ
た
り
。
さ
れ
と
此

山
中
ハ
大
雪
余
寒
気
強
く
草
木
の
芽
立
も
遅
け
れ
ハ
、
往
古
よ
り
仕
来
り
言
伝
首

唱
を
見
て
考
へ
可
申
事
な
り
。
一
村
の
内
に
て
も
陰
陽
の
遅
速
あ
り
。
遍
羅
に
て

も
白
髪
と
中
原
雪
の
降
や
う
消
時
も
異
な
り
、
さ
れ
ハ
雪
解
に
随
ひ
陽
気
の
催
し

を
見
合
耕
す
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

○
又
前
漢
書
に
記
し
を
け
る
ハ
、
穀
を
種
る
こ

と
ハ
一
色
を
多
く
ハ
作
る
べ
か
ら
ず
と
。
い
か

ん
と
な
れ
ば
五
穀
を
始
め
、
色
々
雑
穀
数
多
く

作
れ
ば
、
た
と
ひ
凶
年
に
て
も
、
釜
中
に
必
利

を
得
物
も
あ
る
事
な
れ
ば
、
皆
損
ず
る
ま
で
の

愁
ハ
な
し
。
若
一
種
を
多
く
作
り
て
、
相
応
す

る
年
ハ
大
利
を
得
る
事
も
あ
れ
ど
、
そ
れ
ハ
稀

に
し
て
、
災
害
〈
わ
さ
ハ
ひ
〉
に
あ
ふ
事
ハ
多
し
．
農

入
必
色
々
を
作
る
べ
し
と
見
え
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
　
一
　
一
一
ペ
　
ー
ジ
）

○
さ
て
春
の
耕
し
ハ
、
冬
至
〈
＃
月
〉
よ
り
五

十
五
日
に
当
る
時
分
、
菖
蒲
の
初
て
め
だ
つ
を

見
て
耕
し
始
る
物
な
り
。
菖
蒲
ハ
百
草
に
先
立

て
生
ず
る
物
な
れ
。
ハ
、
是
を
目
当
と
す
る
事

也
。
…
す
べ
て
田
畠
共
に
一
村
の
内
に
し
て

も
、
所
に
よ
り
陽
気
の
遅
速
．
〈
お
そ
く
は
や
く
〉
あ
る
事

な
れ
バ
、
寒
気
の
早
く
し
り
ぞ
く
所
よ
り
、

段
々
に
耕
す
心
得
す
べ
し
。
　
（
五
一
ペ
ー
ジ
）
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す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ま
く
ハ

｝
春
の
耕
代
書
て
そ
の
ま
二
細
に
て
か
く
へ
し
。
春
ハ
風
お
ほ
き
ゆ
へ
す
き
て
久

し
く
置
ハ
、
土
か
わ
き
過
う
つ
け
て
土
性
ぬ
く
る
も
の
也
。

…
又
春
の
耕
し
ハ
手
に
尋
で
労
す
と
て
、
黎
て

そ
の
ま
工
杷
に
て
か
く
べ
し
。
い
か
ん
と
な
れ

ぼ
、
春
ハ
風
お
ほ
き
ゆ
へ
、
す
き
て
か
玉
ず
そ

の
ま
N
を
け
バ
土
か
ハ
き
過
、
う
つ
け
て
、
性

ぬ
く
る
も
の
な
り
。
　
（
五
一
～
五
ニ
ペ
ー
ジ
）

162

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ち
く
れ

一
壷
て
間
を
置
日
数
を
ふ
れ
ハ
雨
に
あ
ひ
て
塊
の
底
ぬ
け
陰
気
そ
こ
に
と
を
し
て

甚
あ
し
き
事
な
り
。

　
り
い
ち
は
い
ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
き

一
黎
一
梶
六
と
早
事
あ
り
。
十
目
一
度
黎
て
ハ
六
度
か
き
こ
な
せ
と
い
ふ
事
な
り
。

逸
事
ハ
い
か
に
も
平
ら
か
に
む
ら
な
く
か
く
事
ハ
数
度
か
き
て
よ
し
。
か
き
こ
な

　
　
　
ね
ん
ご
ろ
　
　
　
　
　
　
つ
ち
く
れ

す
事
懇
に
し
て
塊
な
か
ら
ん
か
た
め
な
り
。
細
か
に
よ
く
か
き
た
る
地
ハ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
て
ウ

る
ほ
ひ
よ
く
水
を
た
も
つ
ゆ
へ
少
々
の
早
に
も
か
ハ
か
す
し
て
苗
い
た
ま
す
。

と
か
く
土
細
か
に
し
て
和
ら
か
さ
れ
ハ
作
り
物
の
利
潤
少
し
と
心
得
へ
し
。
殊
に

苗
の
根
の
あ
し
き
土
に
は
思
ひ
あ
ハ
す
、
土
あ
ら
け
れ
ハ
糞
も
む
ら
交
り
な
る
ゆ

　
へ
な
り
。

…
黎
て
間
を
を
き
、
日
数
を
ふ
れ
バ
、
雨
に
あ

ひ
て
、
塊
の
性
ぬ
け
、
陰
気
そ
こ
に
と
を
り

て
、
甚
き
ら
ふ
事
な
り
。
耕
さ
ゴ
る
に
ハ
お
と

れ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
ニ
ペ
ー
ジ
）

○
又
黎
〈
ス
ク
〉
一
、
梶
〈
効
〉
六
と
云
事
あ
り
。
是

ハ
一
度
黎
て
ハ
六
度
か
き
こ
な
せ
と
云
ふ
事
な

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
ペ
ー
ジ
）

…
又
黎
こ
と
ハ
い
か
に
も
平
ら
か
に
む
ら
な

く
、
か
く
事
ハ
ニ
三
べ
ん
も
い
か
程
も
く
ハ
し

き
を
よ
し
と
す
る
事
也
。
是
か
き
こ
な
す
事
の

懇
に
し
て
、
塊
な
か
ら
ん
が
た
め
な
り
。
細
か

に
よ
く
か
き
た
る
地
ハ
、
う
る
ほ
い
を
よ
く
た

一162一
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（
2
9
）

も
つ
ゆ
へ
、
少
々
の
旱
に
も
か
ハ
か
ず
し
て
、

苗
い
た
ま
ず
。
と
か
く
土
細
か
に
し
て
和
ら
が

ざ
れ
バ
、
作
り
物
の
利
潤
少
し
と
し
る
べ
し
。

苗
の
根
、
あ
ら
ぎ
土
に
ハ
思
ひ
あ
ハ
ず
、
糞
も

む
ら
交
り
あ
る
ゆ
へ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
（
五
二
～
五
三
ペ
ー
ジ
）

徳山敬猛『農業子孫養育草』（文政九年）

一
耕
し
ハ
肥
土
断
り
を
平
か
に
す
へ
し
。
若
深
く
し
て
底
の
生
土
を
う
こ
か
せ
ハ
、

毒
気
上
に
あ
か
り
て
却
て
作
物
の
ぞ
た
ち
あ
し
く
、
殊
更
植
付
前
の
す
き
や
う
深

く
し
て
生
土
う
こ
け
ハ
三
生
土
の
毒
気
に
あ
た
り
て
さ
か
へ
か
た
し
。
勢
多
の
立

根
か
底
の
細
土
と
思
ひ
合
さ
れ
ハ
ミ
の
り
よ
か
ら
ぬ
も
の
な
り
。
惣
て
穀
子

　
〈
こ
く
の
ミ
〉
ハ
三
根
よ
り
生
る
と
心
得
へ
し
。
然
る
ゆ
へ
に
根
の
下
に
塊
も
な
く
、
又

に
か
土
も
な
き
や
う
に
こ
し
ら
へ
、
糞
も
根
の
下
に
能
行
わ
た
る
心
得
す
へ
し
。

…
重
て
す
く
事
ふ
か
く
し
て
、
生
土
を
う
こ
か

せ
。
ハ
、
毒
気
上
に
あ
が
り
て
、
却
て
う
へ
画
い

た
む
も
の
な
り
。
…
た
ね
生
土
の
毒
気
に
あ
た

り
て
、
生
じ
が
た
く
、
さ
か
へ
が
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
三
ペ
ー
ジ
）

…
苗
の
立
根
が
底
の
細
土
と
思
ひ
合
ざ
れ
。
ハ
、

ミ
の
り
よ
か
ら
ぬ
も
の
な
り
。
物
ご
と
穀
子
ハ

立
根
よ
り
生
ず
る
と
心
得
べ
し
。
然
故
に
根
の

下
に
塊
も
な
く
、
又
に
が
土
も
な
き
や
う
に
こ

し
ら
へ
、
糞
も
根
の
下
に
能
行
わ
た
る
心
得
す

べ
し
。
　
　
　
　
　
（
五
八
～
五
九
ペ
ー
ジ
）
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こ
ま
す
な
　
　
よ
ハ

一
土
の
性
に
よ
り
し
げ
く
か
く
へ
か
ら
さ
る
も
間
に
ハ
あ
る
へ
し
。
細
砂
の
弱
く
や

　
ハ
ら
か
な
る
地
、
灰
の
こ
と
く
力
な
く
か
る
き
土
な
と
は
、
さ
の
ミ
し
け
く
か
く

へ
か
ら
す
。
こ
れ
ら
の
土
ハ
少
々
塊
あ
り
と
も
性
を
も
た
せ
重
力
と
す
る
也
。
一

へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
て
ん

偏
に
ハ
思
ふ
へ
か
ら
す
、
所
に
よ
り
時
に
よ
り
て
機
転
を
用
ゆ
へ
し
。

…
但
又
土
の
性
に
よ
り
、
し
げ
く
か
く
べ
か
ら

ざ
る
も
、
聞
に
ハ
あ
る
べ
し
。
細
沙
の
地
、
弱

や
ハ
ら
か
な
る
地
、
灰
の
ご
と
く
ち
か
ら
な
く

か
る
き
土
な
ど
ハ
、
さ
の
ミ
し
げ
く
ハ
か
く
へ

か
ら
ず
。
此
等
の
土
ハ
少
々
塊
あ
り
と
も
、
性

を
も
た
せ
を
き
、
力
と
す
る
事
也
。
一
偏
に
ハ

思
ふ
べ
か
ら
ず
。
所
に
よ
り
、
時
に
よ
り
て
、

機
転
を
用
ゆ
べ
し
。
　
　
　
（
五
九
ペ
ー
ジ
）

160

一
田
ハ
秋
耕
も
宜
し
。
秋
稲
を
刈
お
ハ
．
り
て
一
日
も
早
く
黎
た
て
、
よ
こ
何
へ
ん
も

か
き
置
、
白
く
干
た
る
時
又
二
三
へ
ん
か
き
、
雪
曇
に
あ
ハ
せ
置
て
、
来
春
地
の

気
和
す
る
時
日
高
を
待
て
又
す
き
か
き
し
て
よ
し
。
秋
耕
の
地
ハ
草
も
す
く
な
く

春
の
手
廻
し
よ
く
ミ
の
り
も
よ
し
と
い
へ
り
。

○
又
耕
す
事
乱
曲
を
蒔
地
の
外
も
大
か
た
秋
耕

〈あ

ｫ
す
く
〉
畳
し
．
秋
稲
を
刈
お
ハ
り
て
、
百

も
早
く
黎
、
た
て
よ
こ
何
べ
ん
も
か
き
を
き
、

白
く
干
た
る
時
、
又
か
く
事
二
三
遍
し
、
雪
霜

に
あ
ハ
せ
置
て
、
来
春
地
の
気
和
す
る
時
、
日

高
を
待
て
又
す
き
、
か
き
こ
な
す
事
、
三
四
へ

ん
す
れ
バ
、
其
地
さ
ハ
や
か
に
、
…
。
秋
耕

〈あ

ｫ
す
き
〉
の
地
ハ
、
草
も
を
の
つ
か
ら
す
く
な

く
、
中
う
ち
芸
に
さ
の
ミ
ち
か
ら
入
ず
、
万
づ

徳
分
多
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
五
九
ペ
ー
ジ
）

一160一
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｝
要
杷
・
〉
ハ
天
気
始
て
暑
し
．
さ
れ
と
も
陰
気
ハ
昼
時
始
て
き
さ
玄
昼
時
も

又
土
と
く
る
も
の
な
り
。
又
夏
至
の
後
九
十
日
昼
夜
ひ
と
し
、
此
時
も
又
天
気
和

　
　
　
　
こ
れ
ら

す
。
三
体
ホ
の
時
を
以
て
田
畠
を
耕
せ
ハ
甚
よ
し
と
い
へ
り
。
此
辺
に
て
ハ
夏
至
の

後
荒
事
ハ
大
豆
も
お
そ
き
く
ら
い
、
小
豆
麦
あ
わ
そ
は
蒔
畠
な
と
な
り
。
心
得
へ
し
。

　
　
す
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
か
き

一
田
の
角
を
う
つ
事
深
く
打
て
其
土
を
さ
ら
へ
出
し
置
へ
し
。
左
な
く
て
ハ
荒
聖
の

　
む
ま
く
ハ

時
細
す
み
く
へ
ゆ
か
ぬ
も
の
に
て
、
あ
ら
土
残
て
あ
し
L
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り

一
畦
の
ぬ
り
や
う
大
事
。
稲
ハ
水
に
て
そ
た
つ
も
の
ゆ
へ
少
し
水
洩
た
る
所
ハ
稲
の

出
来
あ
し
く
実
入
わ
う
し
。
あ
せ
ハ
土
を
随
分
丈
夫
に
つ
け
て
水
の
も
ら
ぬ
や
う

に
す
へ
し
。
惣
て
畦
ハ
上
へ
く
と
あ
が
る
も
の
ゆ
へ
、
其
心
得
に
て
春
は
し
め

て
畦
を
け
つ
る
時
上
工
の
平
ラ
斗
り
け
つ
り
、
下
甚
平
ハ
其
侭
捨
置
、
ひ
よ
せ
あ

せ
と
い
ふ
て
ぬ
る
時
心
を
付
穴
な
と
よ
く
く
ふ
さ
き
、
中
黎
の
時
畦
の
下
落
平

を
よ
く
く
け
つ
り
、
草
の
な
き
や
ふ
に
し
て
置
ハ
、
本
陛
を
ぬ
る
時
勝
手
よ

し
。
本
あ
せ
を
ぬ
る
時
人
々
一
遍
つ
X
な
て
る
も
の
也
。
半
払
ニ
へ
ん
つ
玉
な
て
X
試
ル
に
水
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

○
又
夏
至
〈
五
月
中
〉
ハ
天
気
立
て
暑
し
．
さ
れ
ど

も
陰
気
ハ
此
斧
始
て
き
ざ
す
。
此
時
も
又
写
と

く
る
も
の
な
り
。
又
夏
至
の
後
九
十
日
、
昼
夜

〈よ

驕r

ﾐ
と
し
。
此
時
も
又
天
気
和
す
。
凡
此

等
の
時
を
以
て
、
田
畠
を
耕
せ
バ
、
一
度
に
し

て
五
度
に
も
当
る
も
の
な
り
。
こ
れ
を
名
付
て

膏
沢
と
云
て
、
土
の
う
る
ほ
ひ
和
ら
ぐ
時
な

り
。
皆
こ
れ
耕
し
て
す
ぐ
れ
て
よ
ぎ
時
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
ペ
ー
ジ
）
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も
よ
し
。
猶
む
く
ろ
が
へ
し
あ
と
な
と
に
心
を
付
て
よ
く
く
さ
ら
へ
、
山
あ
せ
も
ほ
そ
く
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぼ

ぬ
や
ヶ
年
々
丈
夫
に
ぬ
る
へ
し
。
あ
と
し
ば
打
や
う
窪
窪
を
か
そ
へ
あ
と
見
合
長
サ
壱
尺
七
八
寸

二
尺
く
ら
い
、
巾
六
寸
七
寸
可
持
見
合
あ
り
。

158

一
苗
代
の
事
一
大
事
な
り
。
右
に
も
述
る
こ
と
く
種
も
の
ハ
生
物
の
根
元
、
秋
の
実

の
り
の
元
な
れ
ハ
、
大
切
に
こ
し
ら
へ
て
蒔
へ
し
。
予
壮
年
よ
り
心
を
付
る
に
、

苗
の
あ
し
き
ハ
稲
出
来
後
レ
実
の
り
ま
て
違
ふ
も
の
也
。
苗
代
ハ
黎
擢
入
念
随
分

地
を
平
か
に
し
て
、
種
子
ハ
少
し
く
う
〉
す
く
蒔
へ
し
。
尤
不
熟
の
年
ハ
籾
の
取

や
う
念
を
入
て
も
生
立
悪
敷
も
の
ゆ
へ
、
種
子
も
少
し
余
分
取
置
平
生
よ
り
あ
つ

く
蒔
へ
し
。
苗
代
地
よ
く
く
こ
し
ら
へ
、
．
種
子
を
蒔
へ
き
所
ハ
手
長
て
悉
く
押
へ
、
草
も
こ

　
へ
も
稲
か
ぶ
も
皆
々
底
二
入
、
こ
へ
土
斗
う
へ
に
上
り
、
い
か
に
も
村
な
く
こ
し
ら
へ
て
水
を
澄

し
、
少
も
障
り
の
な
く
し
て
蒔
へ
し
。
扱
又
苗
代
地
に
駐
勤
髄
糖
赫
助
て
〉
冬
こ
ヘ
ハ
あ
し

　
　
　
　
　
　
こ
ま

く
夏
こ
へ
の
細
か
な
る
を
春
入
て
耕
へ
し
。
又
正
時
の
こ
ヘ
ハ
当
家
代
々
の
仕
来

　
　
　
　
　
　
こ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
の
う
ふ
ん

　
ハ
冬
こ
へ
の
細
か
な
る
に
す
く
も
を
交
せ
合
、
濃
糞
〈
こ
き
こ
へ
〉
を
か
け
置
、
春
に
成

苗
代
以
前
十
余
日
に
し
て
、
右
の
こ
へ
を
打
埣
、
又
よ
き
こ
へ
を
か
け
置
此
こ
へ

の
廻
り
に
ハ
夏
こ
へ
わ
ら
こ
へ
を
つ
ミ
て
、
其
中
に
よ
く
く
ま
せ
て
田
荘
苗
代
地
に
入
来

り
ぬ
れ
と
も
、
隣
家
な
と
ハ
春
に
成
て
右
の
こ
と
く
こ
へ
を
持
苗
代
に
用
る
に
敢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
へ

て
替
る
事
な
し
と
承
り
、
文
政
八
乙
酉
年
6
春
に
成
て
件
の
通
り
糞
を
こ
し
ら
へ

苗
代
に
用
る
な
り
。
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予
苗
代
を
大
切
に
思
ひ
い
ろ
く
工
夫
し
て
先
麦
を
干
田
に
蒔
、
翌
年
田
は
こ
作
に
し
て
中
次

の
年
苗
代
に
せ
し
か
、
苗
の
生
立
甚
よ
し
。
如
此
年
々
替
地
に
し
て
苗
を
作
り
け
れ
ハ
、
麦
ハ

夫
食
と
な
り
醤
油
に
も
よ
し
、
煙
草
ハ
相
応
の
価
と
な
り
益
筋
多
し
。
ロ
ハ
秋
の
麦
ま
き
人
歩

〈
余
分
〉
い
れ
と
も
苗
の
出
来
よ
く
稲
の
育
早
く
実
入
よ
し
。

一
苗
代
水
引
や
う
、
は
し
め
ハ
随
分
浅
く
苗
の
延
る
に
随
ひ
少
し
つ
工
深
く
す
へ

し
。
尤
種
子
を
蒔
て
五
七
日
の
頃
晴
天
見
合
水
を
干
て
よ
し
。
斯
の
こ
と
く
二
日

も
干
セ
ハ
早
く
芽
ふ
き
て
そ
た
つ
も
の
也
。
又
常
に
天
気
の
よ
き
日
ハ
小
書
の
は

し
を
せ
き
溜
水
こ
す
れ
ハ
水
温
り
て
時
刻
の
移
る
に
随
ひ
水
へ
り
て
、
苗
の
葉
ち

ら
く
水
上
に
出
れ
ハ
、
思
の
外
苗
よ
く
延
る
も
の
也
。
申
の
時
湿
せ
き
を
は
っ

し
置
ハ
夜
分
迄
に
水
湛
る
な
り
。
毎
日
心
を
付
誠
に
赤
子
を
育
る
や
う
に
す
へ

し
。
惣
て
植
付
後
水
の
見
や
う
至
て
大
事
也
。
晴
雨
の
時
夕
立
昼
夜
の
か
け
ん
て
述
ル
に
い
と
ま

な
し
。
口
傳
。

一
苗
代
こ
へ
に
青
芽
と
て
柳
の
芽
立
を
短
く
刈
て
入
ル
事
あ
り
。
さ
れ
と
も
此
辺
に

て
ハ
芽
立
遅
く
、
何
ほ
と
も
芽
吹
不
申
、
四
五
日
前
に
か
り
て
束
ひ
、
日
向
の
水

に
つ
け
て
よ
し
と
い
へ
り
。
是
ハ
、
年
々
柳
の
芽
だ
ち
早
き
を
求
挙
挙
挿
木
よ
し

可
申
事
也
。
東
伯
大
鳥
居
辺
を
見
る
に
田
地
の
は
し
み
＼
に
株
柳
多
し
、
彼
此
ハ

芽
だ
ち
早
く
苗
代
こ
へ
に
甚
よ
し
と
承
る
。
予
思
ら
く
、
此
辺
早
稲
刈
揚
の
田
に
一
時
も

（
3
3
）
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早
く
菜
た
ね
を
蒔
そ
た
て
置
、
折
々
こ
ゑ
を
仕
込
翌
年
苗
代
こ
へ
に
い
た
し
度
存
な
か
ら
、
何
と

な
く
延
引
せ
り
。
当
年
文
政
九
の
秋
よ
り
作
り
初
用
て
試
可
申
。
右
の
こ
へ
を
し
て
心
し
て
聞
。

156

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ツ
　
　
　
　
　
　
ら
う
し
う

一
田
畠
を
仕
付
て
後
草
を
去
て
胃
底
を
絶
へ
し
。
根
秀
と
て
苗
に
よ
く
似
た
る
草
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ば
　
　
ぬ
す

り
。
此
草
ハ
苗
に
さ
き
立
て
し
げ
り
さ
か
へ
て
土
地
の
気
を
奪
ひ
蠣
む
ゆ
へ
苗
を

娠
た
げ
る
な
り
。
ゆ
た
ん
な
く
取
去
へ
し
。
嚥
鋸
草
ハ
主
人
湿
る
〉
の
こ
と
し
。
も

と
よ
り
其
所
に
有
り
来
る
も
の
也
。
小
一
ハ
客
人
の
如
し
。
わ
き
よ
り
の
入
人
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

れ
ハ
、
大
て
い
の
力
を
入
て
ハ
（
草
ヲ
）
除
き
去
か
た
し
。
悪
き
も
の
玉
栄
へ
や

す
き
ハ
世
上
の
常
の
事
な
れ
ハ
、
草
の
さ
か
え
て
五
こ
く
ホ
を
害
す
る
ハ
甚
速
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ
ぎ

也
。
此
ゆ
へ
に
上
の
農
人
ハ
草
の
い
ま
た
目
に
見
へ
ぬ
う
ち
に
脂
ぎ
り
中
う
ち

し
中
の
農
人
ハ
三
見
へ
て
一
芸
ル
な
り
。
見
へ
て
後
も
芸
ら
さ
る
を
下
の
農
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
か

い
ふ
。
是
ハ
土
地
の
三
人
と
い
ふ
も
の
に
て
子
孫
の
相
続
覚
束
な
し
。
（
故
）
勤
へ

し
慎
む
へ
し
。

　
す
で
に
、
種
子
を
蒔
、
苗
を
う
へ
て
後
、
農

人
の
つ
と
め
ハ
、
田
畠
の
草
を
さ
り
て
、
其
根

を
絶
べ
し
。
狼
券
と
て
苗
に
よ
く
似
た
る
草
あ

り
。
此
草
ハ
苗
に
先
立
て
し
げ
り
さ
か
へ
、
暫

時
〈
し
は
ら
く
〉
も
さ
ら
ざ
れ
ば
程
な
く
は
び
こ
り

て
、
土
地
の
気
を
う
ば
ひ
窺
む
ゆ
へ
、
苗
を
妨

る
事
か
ぎ
り
な
し
。
由
断
な
く
取
去
べ
し
。
喩

バ
草
ハ
主
人
〈
あ
る
じ
〉
の
ご
と
し
。
も
と
よ
り
其

所
に
有
来
も
の
な
り
。
苗
ハ
客
人
の
ご
と
く
、

わ
き
よ
り
の
入
人
な
れ
バ
、
大
か
た
の
力
を
用

て
ハ
悉
の
ぞ
き
さ
り
が
た
し
。
其
上
よ
き
物
ハ

生
立
が
た
く
、
悪
き
物
の
栄
へ
や
す
き
ハ
、
世

上
よ
の
つ
ね
の
事
な
れ
バ
、
草
の
さ
か
へ
て
五

穀
等
を
害
す
る
ハ
甚
速
か
な
る
物
な
り
。
此
ゆ

へ
に
、
上
の
農
人
ハ
、
草
の
い
ま
だ
目
に
見
え

ざ
る
に
中
う
ち
し
芸
り
、
中
の
農
人
ハ
見
え
て

後
芸
る
也
。
見
え
て
後
も
芸
ら
ざ
る
を
下
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
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バ
　
ニ

一
畠
物
ハ
苗
生
し
て
馬
耳
の
こ
と
く
な
る
時
中
打
す
る
と
も
い
へ
り
。
苗
＝
一
寸
土

　
を
い
エ
で
　
　
　
　
　
　
う
ね

を
生
出
た
る
時
事
中
の
高
下
土
む
ら
有
を
ハ
か
き
な
ら
し
、
芸
り
ぬ
き
た
る
草
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み

耳
な
れ
ハ
苗
の
下
二
踏
こ
め
ハ
直
に
ζ
へ
と
な
る
。
畠
な
れ
ハ
う
ね
の
高
き
所
に

ひ
ろ灘

け
を
き
、
か
れ
て
後
う
へ
物
の
根
の
き
ハ
に
よ
せ
置
て
土
を
お
ほ
ひ
、
又
其
上

よ
り
も
こ
へ
を
か
く
れ
は
、
枯
れ
た
る
草
腐
り
つ
ふ
れ
て
土
よ
く
肥
る
も
の
也
。

　
　
　
く
さ
お
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
じ

是
を
杵
と
云
な
り
。
古
よ
り
転
秤
ハ
く
さ
き
り
草
お
ほ
ふ
と
て
、
苗
の
根
に

か
れ
た
る
草
な
と
お
ほ
ひ
．
を
く
事
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
こ
ろ

一
作
物
の
中
う
ち
を
あ
ら
く
う
つ
事
あ
し
く
、
江
平
の
根
を
懇
に
う
ち
さ
り
て
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
り
こ
ろ

り
の
根
に
あ
た
へ
る
へ
か
ら
す
。
又
春
の
中
う
ち
測
地
を
起
し
度
幽
草
を
削
殺

し
か
ら
す
と
心
得
へ
し
。

人
と
す
。

　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

是
土
地
の
餐
人
な
り
。

　
　
　
　
（
八
四
～
八
五
ペ
ー
ジ
）

○
又
畠
物
ハ
苗
生
じ
て
、
馬
耳
〈
む
ま
の
、
ミ
ム
〉
の
こ

と
く
な
る
時
中
う
ち
す
る
と
も
い
ふ
な
り
。
苗

一
二
寸
土
を
生
出
た
る
時
、
畦
中
の
高
下
、
土

む
ら
有
を
バ
、
か
き
な
ら
し
芸
り
、
ぬ
き
た
る

草
を
、
田
な
れ
パ
苗
の
根
の
下
に
踏
こ
ミ
、
畠

な
ら
バ
畦
の
高
き
所
に
灘
げ
を
き
、
か
れ
て
後

う
へ
物
の
根
の
き
ハ
に
よ
せ
置
て
土
を
お
ほ

ひ
、
又
其
上
よ
り
も
、
糞
を
か
く
れ
ば
、
枯
た

る
草
腐
り
つ
ぶ
れ
て
、
土
よ
く
肥
る
も
の
な

り
。
是
を
秤
と
云
な
り
。
古
よ
り
転
秤
ハ
、
く

さ
ぎ
り
、
草
お
ほ
ふ
と
て
、
苗
の
根
に
枯
た
る

草
か
や
を
お
ほ
ひ
を
く
事
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
（
八
五
～
八
六
ペ
ー
ジ
）

○
又
五
穀
心
外
の
中
う
ち
す
る
こ
と
、
…
懇
に

う
つ
こ
と
な
り
。
…
尤
物
に
よ
り
、
時
に
ハ
よ

る
事
な
れ
ど
も
、
強
く
あ
ら
く
中
う
ち
す
る
事
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ハ
よ
か
ら
ぬ
事
な
り
。
ロ
ハ
草
の
根
を
懇
に
う
ち

き
り
て
、
苗
の
根
に
あ
ら
く
あ
た
る
べ
か
ら

ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
六
ペ
ー
ジ
）

○
又
日
春
の
中
う
ち
ハ
地
を
起
し
、
夏
ハ
草
を

削
殺
し
、
か
ら
す
と
心
得
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
六
～
入
七
ペ
ー
ジ
）

154

「
中
う
ち
ハ
は
し
め
さ
ら
く
と
軽
く
う
ち
、
二
遍
め
ハ
深
く
、
三
遍
め
ハ
浅
き
か

よ
し
。
い
か
ん
と
な
れ
ハ
初
一
遍
ハ
草
の
め
た
x
ん
と
す
る
を
撃
殺
し
、
二
字
め

の
深
き
ハ
う
へ
物
の
ま
だ
重
根
斗
り
に
て
わ
き
根
の
さ
か
へ
ぬ
間
に
底
の
塊
を
も

う
ち
く
だ
き
、
根
底
の
気
よ
く
め
く
る
た
め
な
り
。
三
遍
め
の
時
ハ
早
わ
き
根
は

び
こ
る
ゆ
へ
深
く
強
く
う
て
ハ
作
物
い
た
む
事
あ
り
。
中
打
す
る
度
毎
に
干
た
る

細
土
の
底
に
入
て
、
う
へ
物
の
細
根
是
に
思
ひ
合
て
さ
か
へ
は
ひ
ご
る
心
得
肝
要

－
な
り
。

○
又
中
う
ち
ハ
始
の
第
一
遍
ハ
深
き
を
好
ま

ず
。
さ
ら
く
と
か
る
く
う
ち
、
二
一
め
ハ
深

ぐ
，
す
べ
し
。
三
遍
め
よ
り
ハ
次
第
に
浅
き
が
よ

し
。
い
か
ん
と
な
れ
バ
初
の
一
遍
ハ
草
の
め
だ

た
ん
と
す
る
を
削
殺
し
、
二
遍
め
の
深
く
う
つ

事
ハ
、
う
へ
物
い
ま
だ
、
三
根
、
ハ
か
り
に
て
、

わ
き
根
ハ
さ
か
へ
ぬ
間
に
、
底
の
塊
を
も
う
ち

く
だ
き
、
根
底
の
気
、
よ
く
め
ぐ
る
た
め
な
る

べ
し
。
三
遍
の
時
ハ
、
早
わ
き
根
や
う
や
く
は

び
こ
る
ゆ
へ
、
深
く
強
く
う
て
バ
、
苗
い
た
む

事
あ
り
。
然
故
に
如
此
ぜ
ん
く
に
浅
く
う
つ

事
也
。
い
か
さ
ま
中
う
ち
す
る
度
ご
と
に
、
干
．
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こ
く
し

一
蛭
子
州
立
根
の
精
よ
り
生
る
も
の
な
れ
ハ
、
実
入
を
謙
る
類
の
物
脚
立
根
の
さ
き

を
よ
く
や
し
な
ふ
へ
し
。
糞
も
立
華
の
さ
き
に
能
く
行
わ
た
る
心
得
肝
要
也
。
又

田
を
芸
時
に
田
の
草
取
ノ
事
草
な
く
と
も
浮
根
浮
葉
を
ハ
と
り
さ
る
へ
し
。
是
に

精
を
ぬ
か
す
ま
し
き
為
也
。
又
中
打
恥
し
め
り
た
る
添
う
た
ぬ
や
う
に
す
へ
し
。

日
と
風
と
に
あ
ひ
て
土
白
く
干
た
る
時
一
遍
う
て
ハ
し
め
り
て
黒
き
時
四
五
遍
も

う
ち
た
る
に
勝
る
も
の
．
也
。
又
細
土
を
作
物
の
根
に
よ
く
く
な
ら
し
置
ハ
よ
く

栄
へ
、
早
に
も
痛
す
根
く
は
り
よ
く
し
て
、
風
雨
に
も
た
を
れ
す
実
の
り
も
よ

し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

た
る
細
土
の
底
に
入
て
、
う
へ
物
の
細
根
是
に

思
ひ
合
て
さ
か
へ
は
び
こ
る
心
得
す
る
事
、
肝

要
な
り
。
　
　
　
　
　
（
八
七
～
八
八
ペ
ー
ジ
）

○
…
碁
子
野
立
根
の
精
よ
り
生
ず
る
物
な
れ

。
ハ
、
実
の
り
を
漏
る
類
の
物
ハ
、
上
根
の
さ
き

を
よ
く
や
し
な
ふ
べ
し
。
…
糞
も
、
岸
根
の
さ

き
に
よ
く
行
わ
た
る
心
得
す
べ
し
。
又
田
を
芸

る
時
に
草
な
く
と
も
、
浮
根
浮
葉
〈
う
き
た
る
ね
は
き
ハ
〉

を
バ
と
り
さ
る
べ
し
。
是
に
精
を
ぬ
か
さ
す
ま

じ
き
た
め
な
り
。
　
　
　
　
（
入
九
ペ
ー
ジ
）

○
又
中
う
ち
ハ
、
し
め
り
た
る
時
、
必
う
つ
べ

か
ら
ず
。
日
と
風
と
に
あ
ひ
て
、
土
白
く
干
た

る
時
一
遍
う
ち
た
る
ハ
、
し
め
り
て
黒
き
時
、

四
五
遍
も
う
ち
た
る
に
勝
る
も
の
な
り
。
…
其

ゆ
へ
中
う
ち
を
さ
い
く
す
れ
バ
、
上
の
日
に

あ
た
り
た
る
細
土
底
に
入
、
う
へ
物
の
根
に
陽

気
を
加
へ
、
扱
上
な
る
か
ハ
き
た
る
、
細
土
を

以
て
ぜ
ん
く
に
根
に
よ
せ
お
ほ
ひ
、
う
る
ほ

ひ
に
合
せ
ぬ
れ
バ
、
う
へ
物
さ
か
ゆ
る
事
甚

一153一



し
。
且
又
、
根
の
土
厚
け
れ
．
ハ
、
旱
に
も
痛

ず
、
風
雨
に
も
た
を
れ
ず
、
…

　
　
　
　
　
　
　
（
八
九
～
九
〇
ペ
ー
ジ
）

152

一
芸
事
心
あ
し
く
て
ハ
悪
し
。
心
を
静
に
一
し
ほ
く
ハ
し
く
懇
に
す
へ
し
。

・
地
に
よ
り
植
物
そ
れ
く
の
見
合
あ
る
へ
し
。

是
も
土

一
田
畠
に
麟
，
悪
く
葺
あ
り
、
走
早
く
麸
あ
り
．
薄
く
や
せ
た
る
地
に
糞
を

用
る
ハ
農
事
第
｝
の
事
也
。
薄
田
を
翻
し
て
良
田
と
な
し
底
地
を
肥
地
と
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
じ
ゃ
う

事
、
こ
れ
糞
の
ち
か
ら
や
し
な
ひ
に
あ
ら
さ
れ
ハ
あ
た
ハ
す
。
故
に
糞
壌

　
〈
こ
へ
こ
へ
っ
ち
〉
を
集
め
貯
る
事
を
専
に
す
へ
し
。
糞
養
を
よ
く
底
ひ
地
力
を
助
て
作
物

に
念
を
入
さ
れ
ハ
、
い
か
ん
そ
秋
の
実
の
り
あ
ら
ん
や
。
此
辺
に
て
ハ
草
こ
へ
を

専
ら
と
す
る
事
な
り
。
是
も
五
六
月
七
回
の
草
を
第
｝
刈
込
事
肝
要
也
。
秋
に
成

て
ハ
草
の
精
ぬ
け
て
こ
へ
に
あ
し
x
。
惣
て
面
々
の
草
よ
し
。
峰
峠
〈
の
草
〉
姫

笹
杯
ハ
わ
う
し
。
夏
草
を
刈
取
る
事
ハ
自
力
又
下
人
の
働
牛
の
善
悪
に
よ
れ
り
。

然
共
近
来
ハ
下
男
に
草
刈
の
上
手
も
稀
な
り
此
段
草
刈
の
下
手
な
る
者
ハ
草
も
あ
し
く

…
す
べ
て
、
万
の
中
う
ち
、
芸
る
事
、
心
あ
ら

く
て
ハ
な
り
が
た
し
。
心
を
と
y
め
で
、
一
し

ほ
く
ハ
し
く
懇
に
す
べ
し
。
但
是
も
又
土
地
に

よ
り
う
へ
物
に
よ
り
、
そ
れ
く
の
ほ
ど
ら
い

ハ
あ
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
（
九
〇
ペ
ー
ジ
）

　
田
畠
に
良
薄
〈
よ
し
あ
し
〉
あ
り
。
土
に
、
肥
僥

（
琶
あ
り
。
薄
く
や
せ
た
る
地
に
、
糞
を
用

る
ハ
、
農
事
の
、
急
務
〈
い
そ
ぐ
っ
と
め
〉
な
り
。
薄
田

を
変
じ
て
、
良
田
と
な
し
、
瘡
地
を
、
肥
地
と

な
す
事
ハ
、
こ
れ
糞
の
ち
か
ら
や
し
な
ひ
に
あ

ら
ざ
れ
ば
あ
た
ハ
ず
。
…
近
世
ハ
人
多
く
、
且

飲
食
〈
＠
瀧
の
の
〉
の
つ
い
へ
か
ぎ
り
な
き
ゆ

へ
、
歳
に
か
へ
、
い
こ
へ
を
く
事
ハ
云
に
及
バ

ず
、
種
蒔
こ
と
年
中
、
段
々
う
ち
つ
ゴ
き
、
間
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無
数
、
其
上
牛
の
く
ら
直
し
方
あ
し
け
れ
ハ
荷
物
・
は
か
る
ふ
て
も
牛
に
さ
わ
り
牛
の
苦
ミ
と
な

り
、
い
ろ
く
疵
八
つ
け
、
一
疋
の
牛
に
て
も
多
分
損
限
に
成
事
多
し
。
仮
令
給
銀
少
く
余
分
二

て
も
農
功
の
下
人
ヲ
召
抱
可
申
事
也
。
去
に
よ
っ
て
代
々
農
業
を
励
む
百
姓
ハ
手
つ
か
ら
牛
の
く

ら
を
調
、
下
人
の
遣
ふ
牛
の
鞍
乱
心
を
付
、
逐
一
調
て
心
遣
。
万
事
無
手
抜
ほ
と
の
農
人
ハ
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ま
て
も
相
続
す
る
も
の
な
り
。

千
早
ふ
る
神
代
に
ハ
天
の
邑
君
を
さ
た
め
た
ま
ひ
て
、
穀
も
の
二
種
を
狭
田
長
田
に

う
ゑ
し
め
た
ま
ひ
し
よ
り
、
代
々
生
ひ
は
ひ
こ
り
て
芦
原
の
中
津
洲
も
安
国
と
ゆ
た

か
に
饒
ひ
て
、
外
ツ
国
に
す
く
れ
て
め
て
た
き
大
御
国
と
そ
な
れ
り
け
る
。
し
か
あ

る
を
今
の
世
と
な
り
て
ハ
田
作
る
こ
と
は
賎
の
男
の
業
と
な
ん
お
も
ひ
あ
や
ま
れ
る

人
も
さ
ハ
あ
れ
と
、
久
か
た
の
天
か
下
の
泰
平
な
る
も
国
家
の
安
く
穏
な
る
も
、
み

な
多
那
津
も
の
エ
み
の
り
ゆ
た
け
き
恵
ミ
よ
り
そ
お
こ
り
た
る
こ
と
に
し
あ
れ
は
、

世
の
中
の
人
ご
と
わ
さ
し
け
き
な
か
に
も
、
殊
に
た
ふ
と
き
ハ
こ
の
農
の
み
ち
に
な

ん
あ
り
け
る
。
さ
き
に
つ
く
し
の
国
人
宮
崎
安
貞
、
貝
原
篤
信
大
人
の
も
の
し
お
か

れ
し
ふ
ミ
に
も
、
春
の
田
の
耕
よ
り
秋
の
田
の
か
り
穂
を
鷹
に
と
り
点
る
ま
て
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

も
な
く
、
し
げ
け
れ
バ
、
地
の
五
衰
へ
よ
ハ
り

て
、
発
生
の
気
引
掻
く
〉
き
ゆ
へ
、
戸
〆

〈こ

ｵ
な
ひ
〉
を
よ
く
用
ひ
、
地
力
を
託
て
常
に

さ
か
ん
に
せ
ず
ハ
、
い
か
ん
ぞ
、
秋
の
収
め
思

ふ
や
う
な
ら
ん
や
。
是
に
よ
っ
て
、
二
言

〈
誌
つ
ち
〉
を
あ
つ
め
た
く
ハ
ゆ
る
、
ハ
か
り

こ
と
を
専
に
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
（
九
一
～
九
二
ペ
ー
ジ
）
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つ
は
ら
に
か
き
あ
ら
ハ
せ
る
と
い
へ
と
も
、
其
国
所
に
よ
り
て
さ
む
さ
と
あ
た
x
か

さ
の
け
ち
め
も
い
さ
さ
か
あ
れ
ハ
、
天
か
下
を
一
筋
に
も
論
ひ
か
た
く
と
な
ん
あ
り

け
る
。
此
む
ね
を
徳
山
敬
猛
主
ふ
か
く
か
ん
か
へ
て
、
年
ご
ろ
農
の
道
に
こ
こ
ろ
を

つ
く
し
身
を
は
た
ら
か
し
め
て
、
こ
の
さ
と
に
よ
く
叶
ひ
て
あ
き
の
実
の
り
の
助
と

な
る
へ
き
す
へ
を
、
み
つ
か
ら
ご
こ
ろ
み
し
り
て
其
お
も
む
き
を
ね
む
こ
ろ
に
書
あ

つ
め
て
、
子
孫
養
育
草
と
な
ん
号
て
永
く
伝
て
農
に
幸
を
得
ん
こ
と
を
は
か
ら
れ
け

る
ハ
、
い
と
し
も
ま
め
や
か
な
る
こ
こ
ろ
は
へ
に
な
ん
あ
り
け
る
。
此
ふ
み
す
ら
子

孫
の
八
十
連
属
ま
て
も
は
ら
に
守
ら
ひ
て
農
の
ミ
ち
常
に
つ
と
め
罵
る
も
の
に
し
あ

ら
ハ
、
一
粒
の
種
よ
り
千
稲
五
百
稲
の
お
ひ
た
ち
し
け
り
て
、
と
し
毎
に
幸
を
得
て

朝
な
ゆ
ふ
な
に
飯
炊
く
燗
も
あ
つ
く
た
ち
つ
x
き
て
、
新
書
の
凝
燗
の
八
束
た
る
ま

て
家
と
み
さ
か
え
な
む
こ
と
し
る
く
そ
あ
り
け
る
。
お
の
れ
敬
当
主
の
ち
か
き
友
か

き
な
れ
は
其
ゆ
へ
を
一
件
か
き
添
へ
て
よ
と
も
と
め
ら
る
玉
に
ま
か
せ
て
、
い
な
ふ

ね
の
い
な
と
も
い
は
す
、
お
ろ
か
な
る
筆
を
取
る
。
文
政
十
と
世
と
い
ふ
と
し
の
し

は
す
中
の
四
日
の
日
。
か
く
い
ふ
ハ
福
田
の
宮
に
つ
か
へ
ま
つ
る
藤
は
ら
の
重
行
。
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